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自然劇場

　４月２日にはおひさま保育園で、４日に
は木島平小学校・中学校でそれぞれ入園式・
入学式が行われました。
　小学校では、新１年生 26 人が緊張と期
待を胸に入学式を迎えました。

ご入園・ご入学おめでとう

令和７年は村制施行 70 周年
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一般会計歳入　42 億円

歳入  42億円

自主財源
（26.9％）

10 億 4,091 万円
依存財源

（73.1％）
26 億 8,272 万円

村税（10.1％）
4 億 2,479 万円

繰入金（9.7％）
4 億 880 万円

譲与税・交付金
（4.0％）

１億 6,748 万円

負担金（0.1％）
529 万円

寄付金（1.9％）
8,001 万円

繰越金（1.4％）
6,000 万円

諸収入等（3.7％）
1 億 5,149 万円

地方交付税（44.0％）
18 億 5,000 万円

村債（13.8％）
5 億 8,010 万円

国庫県支出金
（11.3％）

4 億 7,204 万円

予
算
概
要

令
和
７
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

歳
入
の
う
ち
、
村
税
は

　
　
　
　
　
　
　

４
５
７
６
万
円
増
の
４
億

２
４
７
９
万
円
、
歳
入
全
体
の
約
半
分
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
同
様
の

18
億
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
増
と
定
額
減
税
補
て
ん
の
国

の
地
方
交
付
税
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

普
通
建
設
費
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ

る
村
債
（
村
の
借
金
）
は
、
前
年
度
比

１
１
３
・
４
％
増
の
５
億
８
０
１
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
不
足
す
る
財
源
を

補
う
た
め
の
基
金
（
村
の
貯
金
）
か
ら
の

取
崩
し
は
、
前
年
度
比
24
・
１
％
増
の

４
億
８
４
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
建
設
事
業
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　

庁
舎
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
工
事
に
３
６
０
３
万
円
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
競
技
場
駐
車
場
造
成
工
事
に

３
５
３
５
万
円
、
賃
貸
集
合
住
宅
建
設
工

歳
　
出

歳
　
入

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総

額
42
億
円
で
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
、
４
億
７
６
３
７
万
円
増
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
で
は
、
庁
舎
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
事
業
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

場
駐
車
場
整
備
事
業
、
賃
貸
集
合
住
宅
建
設

事
業
、
農
村
交
流
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
、

屋
内
運
動
場
人
工
芝
生
化
事
業
な
ど
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
・
移
住
定
住
対
策
で
は
児
童
・

生
徒
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
高
校
生
就
学

費
等
補
助
金
、
福
祉
医
療
費
18
歳
ま
で
自
己

負
担
額
無
償
化
、
結
婚
祝
い
金
、
集
合
賃
貸

住
宅
建
設
費
補
助
事
業
、
家
賃
補
助
対
象
者

の
拡
充
、
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

の
創
設
な
ど
に
予
算
を
配
分
し
た
ほ
か
、
村

制
70
周
年
事
業
に
係
る
経
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

自然劇場
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一般会計歳出　42 億円

○議会費
　議会の運営に要する経費
○総務費
　村の事務、庁舎管理、村民活動の推
　進に要する経費
○民生費
　児童・高齢者・障がい者福祉、福祉医
　療などに要する経費
○衛生費
　各種健診、予防接種、環境保全、ごみ
　処理などに要する経費
○農林水産業費
　農林水産業の振興などの経費
○商工費
　商・工・観光業の振興などの経費
○土木費
　道路や公園、住宅の整備や除雪など
　に要する費用
○消防費
　消防活動などに要する経費
○教育費
　学校教育や生涯学習に要する経費
○公債費
　村の地方債（借金）を返済する元利
　償還金などの経費

○村税
　村民税、固定資産税など納めていた
　だく税金
○地方交付税
　地方公共団体が一定水準の行政サー
　ビスを提供できるように国が交付す
　る税金
○国庫県支出金
　各種事業に対する国や県からの補助
　金など
○村債
　事業を行うために国や金融機関から
　の借りるお金
○自主財源
　村が自ら調達できる財源（村税、手
　数料、使用料、寄付金等）
○依存財源
　国、県に依存するかたちで調達する
　財源（地方交付税、国県補助金等）

議会費（1.2％）
4,873 万円

総務費（14.1％）
5 億 9,206 万円

民生費（20.0％）
8 億 3,915 万円

衛生費（7.4％）
3 億 940 万円

農 林 水 産 業 費
（9.5％）

3 億 9,940 万円
商工費（5.7％）
2 億 3,915 万円

土木費（16.6％）
6 億 9,713 万円

消防費（5.2％）
２億 2,099 万円

公債費（8.4％）
３億 5,174 万円

予備費
200 万円

教育費（11.9％）
4 億 9,952 万円

歳出  42億円

用語解説 / 歳出

用語解説 / 歳入

事
に
６
２
３
０
万
円
、
除
雪
機
械
更
新
に

３
４
４
４
万
円
、
小
中
学
校
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
更

新
工
事
に
４
７
４
５
万
円
、
農
村
交
流
館
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
に
３
７
２
７
万
円
、
農

村
交
流
館
屋
根
塗
装
工
事
に
１
５
８
４
万

円
、
屋
内
運
動
場
人
工
芝
生
化
工
事
に

１
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
で
は
、
新
た
に
高
校
生
就

学
費
等
補
助
金
の
創
設
、
福
祉
医
療
費
の
自

己
負
担
額
無
償
化
の
ほ
か
、
児
童
・
生
徒
学

校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
貸
集
合
住
宅
建
設
事
業
な
ど
移

住
定
住
対
策
の
ほ
か
、
国
の
進
め
る
社
会
保

障
関
連
シ
ス
テ
ム
の
費
用
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

公
債
費
（
借
金
返
済
）
は
、前
年
比
５
・
８
％

減
の
３
億
５
１
７
４
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、

歳
出
総
額
の
８
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

特別会計予算 予　算　額 前年度比
情 報 通 信 特 別 会 計 6,471 万円 4.3％

奨 学 資 金 貸 付 事 業 会 計 312 万円 △ 18.7％

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7,595 万円 5.8％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５億 5,025 万円 0.5％

介 護 保 険 特 別 会 計 ６億 226 万円 △ 6.2％

小 水 力 発 電 特 別 会 計 2,201 万円 14.5％

観 光 施 設 特 別 会 計 1,144 万円 611.1％

水 道 事 業 会 計 1 億 6,996 万円 16.1％

下 水 道 事 業 会 計 5 億 4,992 万円 1.8％
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令和７年度

　主要事業
☆：新規事業　□：拡充事業　○：継続事業

第７次総合振興計画で掲げる、村づくりの将来像

　「誇りと愛着を育み、
　　　一人ひとりが希望を持てる木島平

　～誰もが暮らしやすい持続可能な村～」

基本目標１　安心して子育てでき、誰もが学び続けられる
①総合的な子育て環境の充実

　☆高校生就学等補助金（263 万円）P ①

　□児童・生徒学校給食費の無償化（2,300 万円）

　　P ①

　□ 18 歳を迎える年度末まで医療費自己負担額の

　　無償化（3,105 万円）P ①

　〇小学校入学祝金（280 万円）P ①

　〇中学校入学祝金（400 万円）P ①

　〇多子出産祝金（60 万円）P ①

　〇妊婦のための支援給付金（150 万円）

　〇子育て支援室運営事業（175 万円）

　〇子どもインフルエンザ予防接種助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　　（122 万円）　

②木島平型教育の推進

　□小・中学校ＧＩＧＡスクール構想事業

　　　　　　　　　　　　　　（8,135 万円）P ④

　〇園児・児童・生徒のスキー場施設使用料公費負担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（698 万円）

　○ルクセンブルク交流事業（900 万円）P ①

　〇八丈島海の体験学習（476 万円）P ①

　○保・小・中連携一貫教育推進（133 万円）P ①

基本目標２　いきいきと健やかに暮らせる
①みんなで支えあう地域づくり

　☆シニア世代団体活動補助（50 万円）

　〇高齢者健康づくり事業（522 万円）

　〇老人クラブ活動事業補助金（30 万円）

②地域医療体制の充実

　☆診療所改修及び劣化修繕設計事業（184 万円）

　〇飯山赤十字病院経営改善支援補助（1,479 万円）

　　P ①、P ②

　〇病院群輪番制病院運営補助（177 万円）P ①、P ②

③健康長寿の村づくりの推進

　〇健康運動セミナー・健康ポイント事業（23 万円）

　〇がん検診事業（462 万円）

　〇健康管理検診の実施（357 万円）

【重点プロジェクト】
　・少子化対策（P①）　
　・住み続けたい暮らし実現（P②）　

・魅力発信（P③）　
・デジタル化推進（P④）
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基本目標４　自然と調和し安心して暮らせる
①安全で円滑な交通インフラ整備の推進

　☆シャトル便車両更新（700 万円）
　〇村道改良・舗装補修工事（3,584 万円）
　〇デマンド交通の運行（1,800 万円）P ②
　〇シャトル便の運行（飯山駅～村）（1,500 万円）P ②
②誰もが安心して暮らせる村づくり

　☆自主防災組織交付金（17 万円）P ②
　☆消防軽積載車更新（消防団第六部）（457 万円）
③情報発信の強化

　□情報発信事業（172 万円）P ③、P ④
　○ふう太ネット運営事業（1,363 万円）P ③
④移住定住の促進

　☆賃貸集合住宅建設（6,230 万円）P ①、P ②
　□集合賃貸住宅建設費補助事業（1,600 万円）
　　P ①、P ②
　□家賃補助事業（168 万円）P ①、P ②
　○住まいづくり補助金（435 万円）P ①、P ②
　〇奨学金返還費用に対する補助（192 万円）P ②

⑤空き家対策の推進

　〇空き家活用補助金（125 万円）P ①、P ②
　○空き家解体補助金（50 万円）
⑥地球温暖化防止対策の推進

　☆役場庁舎太陽光設備設置（3,603 万円）P ②
　○住宅太陽光設備設置補助金（175 万円）P ②　
　〇生分解性マルチ購入補助（40 万円）P ②
⑦環境保全とごみ減量化 ・ リサイクルの推進

　〇可燃物・不燃物収集委託料（1,518 万円）P ②
　〇生ごみ処理機購入補助金（37 万円）P ②

基本目標５　持続可能な村をともに創る
①持続可能な集落活動の推進

　〇協働の村づくり支援金事業（100 万円）P ①、P ②
②人権が尊重される村づくりの推進

　〇人権教育などの推進（568 万円）

③姉妹都市 「調布市」 との交流促進

　○姉妹都市交流促進事業（607 万円）

基本目標３　多様な産業が活力を生み出す
①滞在型観光の推進

　□調布市及び友好都市交流事業（570 万円）
　　P ②、P ③
　□山岳観光事業の推進（315 万円）
　〇カヤの平高原施設管理委託（415 万円）
②商工業の振興と新しい産業の創出

　☆事業承継補助金（20 万円）P ②
　○馬曲温泉運営補助金（500 万円）
　〇商工会補助金（280 万円）P ②
　〇創業支援補助金（180 万円）P ②

③地域資源を活用した特産物のブランド化

　□特産品開発補助金（100 万円）
　○ふるさと納税推進事業（3,991 万円）P ③
④農業の振興

　○農業の担い手育成事業（2,373 万円）P ②、P ④
⑤森林の活用

　○森の再生事業（58 万円）
　○木島平中学校木育授業（43 万円）
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村
職
員　

人
事

◉
４
月
１
日
付　

新
規
採
用
職
員　

　
　
　
　
　
　
　

◉
3
月
31
日
付　

退
職
職
員

○
佐
藤　

博ひ
ろ
お雄

　
（
生
涯
学
習
課　

主
幹
）

○
丸
山　

寛ひ
ろ
と人

　
（
総
務
課　

課
長
）

○
小
林　

絵え

み美

　
（
お
ひ
さ
ま
保
育
園
）

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

  

副
村
長
に
丸
山  

寛ひ
ろ
と人
さ
ん

　

村
議
会
３
月
定
例
会
で
副
村
長
に
丸
山

寛
人
さ
ん
が
同
意
さ
れ
、
選
任
（
新
任
）
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

  

行
政
相
談
委
員
に
髙
山  

廣ひ
ろ
し志
さ
ん

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
髙
山
廣
志
さ
ん

が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

 

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

髙山  廣
ひ ろ し

志さん
 （庚）

丸山  寛
ひ ろ と

人さん
 （山口）

丸山  志
し ほ

穂
 （中村）

子育て支援課
子育て支援係

栗林  和
か ず き

希
 （大町）

生涯学習課
生涯学習係

丸山  姫
ひ め か

風 
（小見）

おひさま保育園

   

教
育
委
員
に
宮
下  
宏ひ
ろ
し 

さ
ん

　

村
議
会
3
月
定
例
会
で
教
育
委
員
に
宮

下
宏
さ
ん
が
同
意
さ
れ
、
任
命
（
新
任
）
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
7
年
4
月
1
日

か
ら
4
年
間
で
す
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

宮下  宏
ひろし

さん
 （スキー場）

   

村
消
防
団　

人
事

　

村
消
防
団
長
の
改
選
に
よ
り
、
消
防
団
長

お
よ
び
副
団
長
が
新
た
に
任
命
（
新
任
）
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
で
す
。

◉
退
任

○
金
井　

正ま
さ
ひ
ろ博

（
前
団
長
）

団　長

金井  洋
よういち

一さん
 （庚）

副団長

山崎  健
け ん ご

吾さん
 （小見）

  

全
国
大
会
出
場
者
へ

　
　

む
ら
人
応
援
激
励
金
を
交
付

◆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

２
０
２
５
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

◉
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
競
技

　

竹
内　

千ち

ほ穂
（
白
馬
高
校
・
内
山
）

　

山
﨑　

詩じ

ゅ

い
由
衣
（
飯
山
高
校
・
北
鴨
）

◉
コ
ン
バ
イ
ン
ド
競
技

　

山
﨑　

詩
由
衣

◆U
SA All Star N

ationals2025

◉
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
門

　

高
木　

姫き

さ咲
（
木
島
平
小
学
校
・
山
口
）

◆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

文
部
科
学
大
臣
旗
未
来
く
ん
杯

　

第
19
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

　

山
本　

絆き
し
ん心

（
木
島
平
中
学
校
・
中
町
）

※
在
籍
校
名
は
令
和
７
年
３
月
時
点

【
生
涯
学
習
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】
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村
制
施
行
70
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

　

村
は
令
和
７
年
２
月
１
日
に
、
村
制
施

行
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
70
周
年
を
村
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し

ま
し
た
。

◉
コ
ン
セ
プ
ト

　

カ
ヤ
の
平
と
高
社
山
を
背
に
、
山
か
ら

流
れ
る
水
が
70
周
年
の
数
字
へ
と
波
及

し
、
今
後
も
自
然
と
人
々

の
暮
ら
し
の
共
存
を
願

う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

※
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
村

　

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

  N
AGAN

O
 ebooks

で

     

広
報
き
じ
ま
平
が
閲
覧
可
能
に

　

長
野
県
内
の
電
子
書
籍
を
閲
覧
で
き
る

地
域
特
化
型
電
子
書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「N
AGAN

O
 ebooks

（
ナ
ガ
ノ
イ
ー
ブ
ッ

ク
ス
）」
で
、
令
和
７
年
１
月
号
か
ら
の

広
報
き
じ
ま
平
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

  

小
・
中
学
校
給
食
費
を
無
償
化

　

令
和
７
年
度
か
ら
、
子
育
て
支
援
と
し

て
、
村
内
在
住
の
小
・
中
学
生
の
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
よ
り
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◉
実
施
開
始
日

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

◉
対
象
者

　

村
に
住
所
を
有
し
、
小
学
校
お
よ
び
中

学
校
に
通
う
全
児
童
・
生
徒

◉
費
用
負
担

　

４
月
１
日
以
降
の
給
食
費
は
、
村
が
全

額
負
担
し
ま
す
。（
保
護
者
の
方
か
ら
の

徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。）

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
子
育
て

支
援
係
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

子
育
て
世
帯
お
よ
び
若
年
世
帯

  

ふ
う
太
ネ
ッ
ト
加
入
負
担
金
軽
減

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
子
育
て
世
帯
お

よ
び
若
年
世
帯
に
対
し
て
、
情
報
通
信
施

設
（
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
）
へ
の
新
規
加
入
負

担
金
を
軽
減
し
ま
す
。

◉
対
象
者

　

情
報
通
信
施
設
へ
新
規
加
入
さ
れ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
同
居
者
に
18
歳
以
下
の
者
が
い
る
世
帯

②
40
歳
以
下
の
者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

◉
軽
減
後
の
加
入
負
担
金

　

５
万
５
千
円
（
税
込
）

※
通
常
の
加
入
負
担
金
は
11
万
円（
税
込
）

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
０
７
】

  

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
緑
の
募
金
で

は
24
万
５
７
１
９
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
毎
年
公
共
施
設

の
緑
化
や
苗
木
頒
布
会
の
苗
木
代
な
ど
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
募
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
苗
木
頒
布
会

　

日
時　

５
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時

　

場
所　

役
場
南
側
広
場

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

   

山
火
事
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う　

◉
山
火
事
（
林
野
火
災
・
枯
草
火
災
）
の
予
防

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
や
水
源
か
ん
養
な

ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ

る
と
、
そ
の
大
切
な
機
能
が
回
復
す
る
ま
で

に
は
何
十
年
も
の
年
月
と
多
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間
の
不
注
意

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
注
意
で
、
山
火
事
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

◉
春
に
山
火
事
が
多
く
発
生
す
る
理
由

・
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と

・
野
外
で
火
を
使
う
こ
と
が
増
え
、
山
林

　

に
飛
び
火
す
る
こ
と　

な
ど

◉
山
火
事
を
予
防
す
る
た
め
に

　

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
広
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
強

　

風
時
、
乾
燥
時
に
は
火
を
つ
け
な
い
。

・
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

　

使
用
後
は
完
全
に
消
火
確
認
す
る
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
市
町
村
長
の
許
可

　
（
森
林
法
第
21
条
関
係
）
を
必
ず
受
け

　

る
こ
と
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

▼ポータル
　サイト
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第
７
次
総
合
振
興
計
画
（

概
要
版
）

　
　
　
　
　
　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
３
月
号
と
併
せ
て
配
布
し
た
「
木

島
平
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
（
概
要

版
）」
15
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
５
．
地
区
づ

く
り
テ
ー
マ
」
に
つ
き
ま
し
て
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
誤
】
中
町　

木
と
緑
と
心
の
ふ
る
さ
と

【
正
】
中
町　

水
と
緑
と
心
の
ふ
る
さ
と

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５
】

  
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

４
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。
新

た
に
対
象
と
な
る
高
校
生
年
代
の
児
童
を

含
め
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
は
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◉
振
込
日　

４
月
15
日
（
火
）

◉
支
給
対
象
月　

２
・
３
月
分

◉
支
給
額

○
０
～
３
歳
未
満

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
５
千
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

○
３
歳
～
高
校
生
年
代

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

※
第
３
子
以
降
の
増
額
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
状
況
に
次
の
点
に
変
更
が
あ

っ
た
方
は
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
（
村
外
に
住
民
票
が
あ
る

　

配
偶
者
や
児
童
を
含
む
）

・
婚
姻
や
離
婚
な
ど
に
よ
る
、
児
童
の
養

　

育
状
況

・
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ
た

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
状
況

・
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

・
第
３
子
増
額
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
っ

　

て
い
る
19
～
22
歳
の
子
の
状
況

　
（
例
）
入
学
や
退
学
な
ど
進
学
先
の
状

　
　
　

 

況
が
変
わ
っ
た
、
退
職
や
就
職
、         

　
　
　

 

結
婚
等
で
監
護
相
当
や
生
計
費

　
　
　

の
負
担
状
況
が
変
わ
っ
た　

な
ど

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

土
地
や
建
物
な
ど
固
定
資
産
税
の

  

評
価
額
が
確
認
で
き
ま
す　

◉
縦
覧
制
度

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
、
自
分

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
縦
覧
帳
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

◉
閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
を
所
有
ま
た
は
借
り
て
い
る

人
が
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ

た
自
己
資
産
の
内
容
を
確
認
で
き
る
制
度

で
す
。

◉
期
間　

４
月
30
日
（
水
）
ま
で

◉
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◉
場
所　

役
場　

総
務
課
税
務
係

◉
持
ち
物

①
共
通　

運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人

　

納
税
義
務
者
の
委
任
状

③
借
地
・
借
地
人　

不
動
産
賃
貸
契
約
書

④
相
続
人　

戸
籍
謄
本
な
ど
相
続
関
係
が

　

分
か
る
も
の

◉
手
数
料　

無
料

◉
注
意
事
項　

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ

　

ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

◉
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
お
よ
び
納

　

税
通
知
書
の
発
送

　

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
課

税
内
容
を
確
認
で
き
る
課
税
明
細
書
を

４
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
と
合
わ
せ
て

送
付
し
ま
す
。

　

課
税
明
細
書
で
固
定
資
産
の
課
税
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
課
税

明
細
書
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
所
得

税
の
確
定
申
告
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
書
払
で
の
納
税
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
に
は
１
年
分
の
納
付
書

も
同
封
し
ま
す
。
紛
失
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

  

年
次
有
給
休
暇
を

　

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

　

年
次
有
給
休
暇
を
上
手
に
活
用
す
る
た

め
に
、
村
内
事
業
者
の
方
は
、
春
の
大
型

連
休
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
制
度
の
導
入

を
検
討
く
だ
さ
い
。

◉
計
画
的
付
与
制
度

　

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
の
う
ち
５

日
を
除
い
た
残
り
の
日
数
に
つ
い
て
、
労

使
協
定
を
結
べ
ば
、
計
画
的
に
休
暇
取
得

日
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇

　

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
は
原
則
１
日
単

位
で
す
が
、
労
使
協
定
を
結
べ
ば
、
年
５

日
の
範
囲
内
で
、
時
間
単
位
の
取
得
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
特
設
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

長
野
労
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

電
話
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
１
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国
民
年
金

 

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
利
用
を

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
承
認
を
受
け
る
と
承
認
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
し
て
か
ら
約
２
か
月
後
に
日
本
年

　

金
機
構
か
ら
審
査
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

〇
毎
年
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す

　

学
生
納
付
特
例
は
、
申
請
日
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を

１
年
度
と
し
て
審
査
す
る
た
め
、
年
度
ご

と
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

〇
10
年
以
内
な
ら
追
納
が
可
能 

　

承
認
を
受
け
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
受
給
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
対
象　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

　

専
門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上

　

の
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の
方 

○
持
ち
物　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

　

の
、
学
生
証
（
両
面
の
コ
ピ
ー
）
ま
た

　

は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
等

　

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

◆
Ｓ
Ａ
Ｎ
公
認

　

第
27
回
木
島
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

ス
キ
ー
競
技
大
会

（
個
人
）

　

◉
小
学
５
・
６
年
生
女
子

　
　

３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　

９
位　

森　

あ
ん

　
　
　
　
　
（
６
年
・
中
町
）

　

◉
壮
年
60
歳
以
上
女
子

　
　

３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　

１
位　

漆
畑　

由ゆ

き

こ
紀
子

　
　
　
　
　
（
ス
キ
ー
場
）

　

◉
壮
年
30
歳
以
上
男
子

　
　

３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　

２
位　

沼
野　

寛か
ん

　
　
　
　
　
（
西
町
）

◆
第
45
回
木
島
平
ジ
ュ
ニ
ア

　

大
回
転
ス
キ
ー
競
技
会

　

◉
小
学
校
１
年
女
子

　
　

４
位　

浦
山　

歩ふ

あ

り
明
李
（
庚
）

　

◉
小
学
校
３
年
女
子

　
　

１
位　

子
安　

星せ

な空
（
西
町
）

　
　

２
位　

山
浦　

ひ
か
り（
内
山
）

　
　

７
位　

實
原　

一い
ち
か椛
（
中
村
）

　
　

９
位　

伊
東　

桃も
も
か香
（
大
町
）

　

◉
小
学
３
年
生
男
子

　
　

４
位　

祢
津　

湊
み
な
と

（
西
町
）

ス
キ
ー
大
会

　
村
内
選
手
の
活
躍

　

村
内
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
大
会

に
か
か
る
村
内
在
住
・
出
身
者
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
個
人
成
績
の
掲
載
は
10
位
ま
で

　
　
（
学
年
は
令
和
７
年
３
月
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

【
生
涯
学
習
係

　

 

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

   

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
の

　
　
　

除
外
申
請
を
受
付
け
ま
す

　

村
で
は
、
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て
法

定
受
託
事
務
と
し
て
協
力
し
て
お
り
、
募

集
案
内
の
送
付
の
た
め
の
対
象
者
の
情
報

（
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
）
を

自
衛
隊
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
個
人
情
報
の
提
供
を
望
ま
な
い
方

へ
の
配
慮
と
し
て
、
除
外
申
請
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊

へ
提
供
す
る
名
簿
か
ら
除
外
し
ま
す
。

◉
対
象
者

　

木
島
平
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和

７
年
度
に
18
歳
に
な
る
方

（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
）

◉
申
請
者

　

本
人
ま
た
は
保
護
者
な
ど

◉
申
請
方
法

　

除
外
申
請
書
に
本
人
確
認
書
類
な
ど
を

添
え
て
、
役
場
生
活
環
境
係
へ
提
出
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
請
期
間

　

６
月
２
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】
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◉
電
子
式
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
確
認

　

積
雪
に
よ
り
冬
期
間
行
っ
て
い
な
か
っ

た
水
道
・
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
４

月
末
か
ら
行
い
ま
す
。（
ス
キ
ー
場
・
池
の

平
の
自
動
検
針
地
区
は
除
く
）

　

今
回
の
検
針
に
よ
り
、
冬
期
間
に
使
用

し
た
水
量
が
確
定
す
る
た
め
、
概
算
で
い

た
だ
い
た
料
金
と
、
実
際
に
使
用
し
た
料

金
の
差
額
を
、５
・
６
月
分
で
精
算
し
ま
す
。

詳
し
い
結
果
は
５
月
中
旬
に
お
送
り
す
る

「
冬
期
精
算
通
知
書
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

今
回
の
検
針
票
で
明
ら
か
に
使
用
水
量

が
多
い
場
合
や
検
針
員
が
漏
水
の
お
知
ら

せ
を
置
い
て
い
っ
た
場
合
は
漏
水
の
疑
い

が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
ご
自
身
で
村

の
指
定
工
事
店
に
修
理
の
依
頼
を
し
て
く

だ
さ
い
。
料
金
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
調
・
水
道
係
ま
た
は
指
定
工

事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
上
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
正
確
に

　

行
う
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　

置
い
た
り
、
自
動
車
を
止
め
た
り
し
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

○
飼
い
犬
は
、
敷
地
の
出
入
り
口
や
水
道

　

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た

　

場
所
に
つ
な
い
で
く
だ

さ

　

い
。

矢印の部分が水を使っ
ていなくても回ってい
る場合は漏水です。ア
ナログ式メーターは地
中の水道メーターボッ
クスの中にあります。

◉
ア
ナ
ロ
グ
式
メ
ー
タ
ー
の
確
認

上
下
水
道
の
冬
期
精
算
と
漏
水
確
認
の
お
願
い

壁などに水道の計測
器が取り付けられて
いるお宅で、上の
マークが表示されて
いる場合は漏水の疑
いがあります。

令和７年度
水質検査計画を
公表しています

　計画は、村公式ウェ
ブサイトでご覧いただ
けるほか、国調・水道
係でも閲覧できます。

　
【
国
調
・
水
道
係　

内
線
１
５
４
】

漏水警告表示

【水道料金】（税込） 【下水道使用料】（税込）

区分 基本水量 基本料金 超過料金

口径 13mm ８㎥ 1,430 円

214 円 /㎥
20 ～ 30mm 30㎥ 6,105 円

40 ～ 50mm 50㎥ 10,175 円

75mm 以上 70㎥ 14,245 円

基本料金 超過料金

10㎥まで 超過汚水量 1㎥当たり

2,090 円

10㎥を超え
50㎥まで 198 円

50㎥を超え
100㎥まで 220 円

100㎥を超え
200㎥まで 242 円

200㎥を超え
るもの 275 円

  

開
館
30
周
年
記
念

     

長
野
県
立
歴
史
館  

所
蔵
品
展

　

県
立
歴
史
館
で
は
、
開
館
30
周
年
を
記

念
し
た
所
蔵
品
展
「
原
始
～
開
館
30
年
の

あ
ゆ
み
展
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
館
蔵
資
料
（
考

古
資
料
）か
ら
精
選
し
た
も
の
を
展
示
し
、

過
去
、
長
野
県
が
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
の

成
果
か
ら
長
野
県
史
を
再
考
し
ま
す
。

◉
期
間　

６
月
15
日
（
日
）
ま
で

◉
会
場

　

長
野
県
立
歴
史
館　

企
画
展
示
室

◉
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◉
休
館
日

・
月
曜
日

　
（
た
だ
し
、
５
月
５
日
（
月
）
は
開
館
）

・
祝
日
の
翌
日

　
（
４
月
30
日
（
水
）、
５
月
７
日
（
水
））

※
観
覧
料
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な
ど

　

は
、
長
野
県
立
歴
史
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

長
野
県
立
歴
史
館

　

電
話
０
２
６
（
２
７
４
）
２
０
０
０ ▲県立歴史館

　ホームページ

▲指定工事店
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村
で
は
、
村
内
住
宅
関
連
産
業
の
活
性

化
お
よ
び
村
民
の
皆
さ
ん
の
住
環
境
の
向

上
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
目
的
に
通
常
の
リ

フ
ォ
ー
ム
と
断
熱
化
リ
フ
ォ
ー
ム
の
工
事
費

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
促
進
と
子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
内
容
を

拡
充
し
て
い
ま
す
。
村
内
の
事
業
者
が
施

工
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
等
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
補
助
率　

①
（
新
規
・
拡
充
事
業
）

　

補
助
対
象
者
が
40
歳
以
下
、
ま
た
は
、

　

60
歳
以
下
で
18
歳
以
下
の
子
と
同
居
し

　

て
お
り
、３
０
０
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

　

ム
工
事
を
行
う
場
合

　

・
対
象
工
事
費
の
15
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
50
万
円
）

　

※
子
の
数
で
加
算
あ
り（
最
大
15
万
円
）

②
（
従
来
事
業
）

　

右
記
①
以
外
の
場
合

　

・
対
象
工
事
費
の
５
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
10
万
円
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　

補
助
金

◉
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対
象
工
事
例

・
床
や
壁
紙
の
張
替
え
工
事

・
ト
イ
レ
や
浴
室
の
改
修
工
事
（
和
式
ト

　

イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
へ
改
修
な
ど
）

・
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
へ
の
入
替
工
事

・
居
室
の
改
修
工
事
（
和
室
を
洋
室
へ
改

　

修
、
一
部
屋
を
二
部
屋
に
改
修
な
ど
）

・
住
宅
外
壁
や
屋
根
の
塗
り
替
え

◉
断
熱
化
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対
象
工
事

　

浴
室
お
よ
び
脱
衣
室
ま
た
は
、
一
部
屋

以
上
の
居
室
の
す
べ
て
の
窓
に
お
い
て
、

断
熱
化
（
二
重
サ
ッ
シ
の
取
付
、
複
層
ガ

ラ
ス
へ
の
取
替
）
す
る
工
事
を
含
む
、
住

宅
の
断
熱
性
能
を
向
上
さ
せ
る
工
事
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
計
画
す
る
際
は
、

工
事
に
取
り
掛
か
る
前
に
補
助
対
象
に
な

る
の
か
事
前
に
農
村
整
備
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、予
算
が
な
く
な
り
次
第
、

申
請
の
受
付
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
２
】

最大

65 万円

　

村
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
外
出
促
進
を

図
り
、社
会
と
の
つ
な
が
り
や
生
き
が
い
、

楽
し
み
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、
健
康

増
進
と
介
護
予
防
に
繋
げ
る
た
め
、
シ
ニ

ア
世
代
の
団
体
活
動
を
支
援
す
る
新
た
な

補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

◉
対
象
者

　

木
島
平
村
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
方
が
５
人
以
上
所
属
す
る
団
体
（
任
意

団
体
も
含
む
）

◉
補
助
金
交
付
要
件

・
木
島
平
村
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

　

の
者
が
５
人
以
上
参
加
す
る
活
動
を
年

　

に
６
回
以
上
行
う

・
県
や
村
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
、

　

活
動
に
係
る
補
助
金
や
交
付
金
を
受
け

　

て
い
な
い

・
区
な
ど
、
そ
の
他
公
的
組
織
か
ら
活
動

　

費
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

◉
対
象
経
費

　

団
体
の
活
動
に
要
し
た
経
費

◉
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
た
だ
し
、
１
回
の
活
動
あ
た
り
上
限

　

５
千
円
か
つ
年
間
５
万
円
を
上
限

　

次
の
よ
う
な
団
体
も
、
要
件
を
満
た
せ

ば
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
地
区
の
仲
間
た
ち
で
定
期
的

　

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
会

○
お
茶
飲
み
や
飲
み
仲
間
の
会

○
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

　

仲
間
の
集
ま
り　

な
ど

　

お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
補
助
金

の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

シ
ニ
ア
団
体
活
動
補
助
金
を

　
　
　
　
　
　 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

シ
ニ
ア
世
代
を
応
援

５
月
30
日
締
切

◉
補
助
金
交
付
の
流
れ

　　　シニア団体　③活動

①
認
定
申
請

　
（
毎
年
５
月
末
ま
で
）

村　健康福祉係

②
認
定（
年
度
ご
と
）

④
交
付
申
請
・
請
求

　
（
年
間
活
動
終
了
後
）

⑤
交
付
決
定
・
支
払

　
（
お
お
む
ね
年
度
末
）
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　【主な要件】
　　□　昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された住宅（空き家を除く）
　　□　木造在来工法の住宅
　　□　長屋および共同住宅以外の個人所有の住宅

　【主な要件】
　　□　耐震診断による総合評点が 1.0 未満の木造住宅
　　□　耐震改修後の総合評点が 0.7 以上かつ工事前の総合評点を上回ること
　　□　補助金の交付決定があった日の属する年度の 3 月 31 日までに完成すること

木造住宅の耐震診断・耐震改修工事・除却工事を補助します

耐震診断

木島平村耐震改修促進計画 申請・問合せ

耐震改修工事・除却工事

住宅の耐震診断を村が無料で行います。

耐震改修または解体費用の一部を補助します。

※長野県住宅耐震化緊急加速事業補助金（令和 6、7 年度のみ）

　【申請受付期間】　令和７年５月 30 日（金）まで
　予算の都合により、耐震診断または工事費などの補助金の交付ができない場合があります。

補助内容 耐震改修工事 除却工事

補助対象事業費 耐震設計等および耐震改修工事費 除却工事費

補助額 補助対象事業費の 80％
（上限 140 万円）

補助対象事業費の 50％
（上限 97 万 8,600 円）

上乗せ補助金※ 耐震改修後の総合評点が 1.0 以上の場合
は、上記補助額に最大 50 万円上乗せ

【耐震診断の結果】
○　総合評点が 1.0 以上の場合は、耐震改修工事または除却工事の対象ではありません。
　　（1.0 以上「一応安全と思われます」、1.5 以上「安全と思われます」）
×　総合評点が 1.0 未満の場合は、耐震改修工事または除却工事が必要です。
　　（1.0 未満「やや危険です」、0.7 未満「倒壊または大破壊の危険があります」）

　村では、地震発生時における建築物の倒壊などの被害
から村民の生命や財産を守るため、木島平村耐震改修促
進計画（第 3 期）を令和 3 年 3 月に策定しています。
◆計画期間：令和 3 年度～令和 7 年度の 5 年間
◆耐震化率の現状：61.5％（令和 5 年度の持ち家住宅）
◆耐震化率の目標：68.0％（令和 7 年度の持ち家住宅）

【農村整備係　内線１５１】

長野県住宅耐震化緊急加速事業補助金
に関する問合せ
長野県　建築住宅課指導審査係
電話 026（235）7335
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ご
み
辞
典

　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
分
か
り
や
す
く

ご
み
や
資
源
物
の
分
別
を
行
え
る
よ
う
、

「
ご
み
辞
典
」
を
改
訂
し
、
新
た
に
「
ご

み
と
資
源
の
分
別
辞
典
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
今
後
も
適
切
な
ご
み
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

主
な
変
更
点

①
「
ご
み
辞
典
」
と
「
五
十
音
順
さ
く
い

　

ん
表
」
を
１
冊
へ
統
合

②
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
合
せ
な
ど
を

　

踏
ま
え
た
掲
載
内
容
の
見
直
し

　

※
基
本
的
な
分
別
ル
ー
ル
の
変
更
は
あ

　
　

り
ま
せ
ん
。

※
今
回
配
布
し
た
ご
み
辞
典
は
保
存
版
で
、

　
次
の
改
訂
ま
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
保
管
の
う
え
、
ご
み
の
分
別

　
の
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
を
正
し
く
使
い
分
け
よ
う

◉
緑
色
印
字
の
「
不
燃
ご
み
専
用
袋
（
空

　

き
缶
、
金
属
類
専
用
）」

（
例
）
目
立
っ
た
汚
れ
の
な
い
空
き
缶
や　

　
　

  

金
属
類
（
や
か
ん
や
鍋
）　

な
ど

◉
青
色
印
字
の
「
不
燃
ご
み
専
用
袋
（
び

　

ん
類
、缶
類
、陶
器
類
、金
属
類
専
用
）」

（
例
）
汚
れ
が
落
ち
な
い
び
ん
類
や
缶
類
、

　
　

  
陶
器
の
食
器
や
植
木
鉢
、
小
型
家

　
　

  
電
や
金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
複

　
　

  

合
製
品
、そ
の
他
の 

不
燃
ご
み
（
ガ

　
　

  

ラ
ス
製
品
）
な
ど

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

  

信
州
省
エ
ネ
家
電
購
入
応
援

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
延
長

　

県
で
は
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電
の

購
入
を
支
援
す
る
「
信
州
省
エ
ネ
家
電
購

入
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
を
８
月

31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

◉
購
入
期
限

　

８
月
31
日
（
日
）

◉
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限

　

９
月
30
日
（
火
）

◉
ポ
イ
ン
ト
交
換
期
限

　

10
月
14
日
（
火
）

◉
対
象
品
目

　

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
電
気
温
水
機
器
、

　

テ
レ
ビ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

※
対
象
店
舗
、
対
象
製
品
、
ポ
イ
ン
ト
等

　

の
種
類
、
申
請
方
法
等
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
専
用
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
◉
問
合
せ

　

信
州
省
エ
ネ
家
電
購
入
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
第
２
弾
・
お
客
様
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
５
０
（
１
７
０
６
）
０
４
５
９

　
（
午
前
10
時
～
午
後
７
時
）

ごみの種類 変更前 変更後

一升びん
（茶色）

購入した店で
引き取って

もらう

・購入した店で引き
　取ってもらう
・小中学校の資源回収へ

カーテン
（布製） もえるごみ 古着・古布回収

水槽
（プラ製） 未掲載 不燃ごみ

モバイル
バッテリー 未掲載 有害ごみ

（電池類）

■掲載内容見直しの一部抜粋

▲キャンペーン
　専用サイト
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燃
え
る
ご
み
の
組
成
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

　

燃
え
る
ご
み
の
量
５
％
削
減
に
向
け
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご
み
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
組
成
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

組
成
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

前
年
同
時
期
（
令
和
６
年
２
月
）
と
比

較
す
る
と
、
減
量
で
き
る
ご
み
の
割
合
が

26
・
１
％
増
え
、
資
源
化
で
き
る
ご
み
の

割
合
が
７
・
４
％
減
っ
て
い
ま
す
。

■
資
源
化
で
き
る
ご
み

　

今
回
提
出
さ
れ
た
ご
み
の
う
ち
、
13
・

６
％
は
、
古
紙
類
や
プ
ラ
ご
み
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
資
源
化
で
き
る
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

◉
納
豆
の
パ
ッ
ク

　

パ
ッ
ク
に
水
を
入
れ
て
お
き
、
軽
く
洗

い
流
す
こ
と
で
大
半
の
汚
れ
が
落
ち
、
プ

ラ
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
錠
剤
の
包
装
シ
ー
ト

　

ア
ル
ミ
箔
が
つ
い
た
ま
ま
で
も
、
プ
ラ

ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
生
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
回
の
調
査
で
、
全
体
に
対
す
る
生
ご

み
の
割
合
は
45
・
４
％
と
か
な
り
高
い
結

果
で
し
た
。
生
ご
み
は
多
く
の
水
分
を
含

ん
で
い
る
た
め
、捨
て
る
前
に
よ
く
絞
り
、

さ
ら
に
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
、
ご
み
の
量

削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

し
、生
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

村
で
は
生
ご
み
処
理
機
な
ど
購
入
に
対
す

る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
生

活
環
境
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

種類 R7.3 月
（今年）

R6.2 月
（前年） 増減率

燃
え
る
ご
み

おむつ 16.2％ 3.7％ 12.5％

その他の燃える
ごみ 23.2％ 52.5％ ‐ 29.3％

プラスチック製品 0.8％ 0.2％ 0.6％

ご
み

減
量
で
き
る

生ごみ 45.4％ 19.3％ 26.1％

手つかず食品 0.9％ 2.9％ ‐ 2.0％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 1.1％ 0.8％ 0.3％

チラシ等の古紙 3.5％ 6.3％ ‐ 2.8％

プラ製容器包装 7.7％ 6.4％ 1.3％

布類 1.2％ 7.4％ ‐ 6.2％

ペットボトル 0.08％ 0.04％ 0.04％

空き缶 0.0％ 0.0％ 0.0％

　　  不燃ごみ 0.0％ 0.6％ ‐ 0.6％

▲ 令和７年３月実施
　対象：村で燃えるごみとして出された１０袋を
　　　　無作為に抽出
　方法：燃えるごみ袋の中身を調査し、はかりで
　　　　種類別に重さを計測し、重量比で計算

　　ごみの減量は、収集・運搬・処理に係る費用
　の削減や焼却施設の長寿命化につながるだけで
　なく、二酸化炭素排出量の削減に
　もつながります。引き続き、ごみ
　の減量と資源化にご協力をお願い
　します。

組成調査結果

有 

料 

広 

告
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【今年のテーマ】

デジタル技術を高齢者が身近に感じる施策を考えて
　　　　　　　　　　　　　　　生活を豊かにしよう！ 

　近年デジタル化、オンライン化が進む一方、対応できずにいる方も多くいらっ
しゃいます。そこで早稲田大学生ならではの柔軟な発想で、より多くの⽅がデ
ジタル技術を身近に感じる施策を考えてもらいました。

　早稲田大学と村が連携して行う「早稲田大学地域連携ワークショップ」の最終提案報告会が、
３月 21 日に役場で行われました。16 年目を迎えたこの活動は、学部・学年を超えて集まった有
志の早稲田大学生が、村が抱える問題について関係者や住民等との意見交換を図りながら共同で問
題解決に取り組み、解決のヒントとなる活性化策などを村に提案する取組みです。
　今年は 10 人の学生が２つのチームに分かれ、１月からインターネットや都内での
事前調査と２月 17 日からは木島平村で村内の様々な方からお話を聞いてきました。
２チームとも独自性のある提案で、充実した最終提案報告会となりました。

\　早稲田大学の学生たちが村の新しい政策を提案　/

早稲田大学の各チームの提案

『スマートにウォー筋グ
　～みんなで温泉、元気 100 歳！～』
　スマートウォッチを付けて健康状態を可視化し、
運動や馬曲温泉での入浴、食事をとるツアーを実
施する提案をしました。デジタル
機器導入に対してのハードルを下
げ、運動習慣の形成、社会参加の
促進が期待できます。

学生チーム名 学生チーム名

総長の太鼓判 木島平探検隊

早稲田大学地域連携ワークショップ

最終提案報告会 【政策情報係　内線１１３】

『繋がるためのデジタル化』

　村社会福祉協議会が実施しているボランティア
ポイント事業「る・れるポイント制度」について、
アプリを活用しボランティアと依頼者の
マッチングをデジタル化する提案をしま
した。マッチング成立の可能性向上、ボ
ランティア間の新たな繋がりの形成など
が期待できます。
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【健康福祉係　内線１２７】

【高齢者対象】

　村では、個人の重症化を予防するため、65 歳以上の皆さんを対象に肺炎球菌予防接種
と帯状疱疹ワクチン予防接種の費用を一部助成します。
＊いずれの予防接種においても、予防接種法上の努力義務の適用はありません。予防接種
　による効果や副反応などをよく理解いただき、接種についてのご判断をお願いします。

肺炎球菌 ・ 帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成

＊下記の対象期間に接種できなかっ
　た場合、その後の接種は全額自己
　負担となります。

肺炎球菌 ※ 1 帯状疱疹

対象者

　65 歳の方

①令和 7 年度中に次の年齢になる方
　65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・
　90 歳・95 歳・100 歳・101 歳以上
②接種時に 60 歳以上 65 歳未満の方で、

　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機

　能の障害があり、日常生活がほとん

　ど不可能な方

対象期間 66 歳の誕生日の前日まで 令和８年３月 31 日（火）まで

助成回数 1 人 1 回限り
生ワクチン　1 人 1 回

不活化ワクチン　1 人２回

自己負担額
2,000 円

生ワクチン　2,400 円 / 回

不活化ワクチン　6,400 円 / 回

接種方法

・ 対象者には、65 歳になる誕生月の翌

　月に順次ご案内と予診票を送ります。

・ 対象者には、4 月中にご案内と予診票

　を送ります。

＊予防接種時に、各医療機関でお支払いください。

＊案内が届きましたら、医療機関へ相談および予約をしてください。

※ 1【肺炎球菌の注意事項】…肺炎球菌ワクチンは、１回の接種で５年以上免疫が持続すると言われています。
　　　　　　　　　　　　　  過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことがある人が５年以内に再接種を行うと、
　　　　　　　　　　　　　  副反応が強く出ることがありますのでご注意ください。

指定医療機関名 電話番号

村　内
木島平クリニック 0269（82）1616

木島平村診療所 0269（82）2143

中野市
佐藤病院 0269（38）3311

北信総合病院 0269（22）2151

飯山市
服部医院※ 2 0269（62）2816
みゆき会クリニック健診センター 0120（801）030

指定医療機関名 電話番号

飯山市

いいやま診療所 0269（67）0100

飯山赤十字病院 0269（62）4195

いいやまファミリークリニック 0269（62）7080

小田切医院 0269（62）2039

畑山医院 0269（67）2888

【指定医療機関】

　上記以外の医療機関で接種を希望する場合は、健
康福祉係までご相談ください。※ 2…肺炎球菌予防接種のみ対応
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　未来を担う子どもの健全な育成の推進と子育て応援などを目的に、村単独で祝金
などの事業を実施しています。令和７年度は新たに小・中学校の給食費無償化、高
校生への就学費補助金など、支援を拡充しました。村で生まれ育つ子どもたちの成
長を祝い、地域の皆さんで見守り、応援していきましょう。

＊お誕生記念品
　村商工会商品券など５品（１万円相当）
の中からお好きな品を選べます。

＊多子出産祝金
　３子目以降のお子さんが生まれた方へ、
20 万円を支給します。

＊高校生就学費等補助金　通学や学用品にかかる費用の一部を補助します。
○木島平村または飯山市の高校に通う生徒　24,000 円
○その他の高校に通う生徒　36,000 円

※事業ごと、それぞれに要件があります。ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
　なお、申請が必要な事業は、申請時期に対象者へご案内をお送りします。

【子育て支援係　内線１６２】

子育て世帯への各種祝金や補助金などご紹介

妊娠・出産時

小・中学校在学

＊小・中学校入学祝金
　対象の児童および生徒１人
あたり 10 万円を支給
します。

＊学校給食費無償
　児童および生徒の給食費を
すべて村が負担します。

（詳しくは８ページ）

＊チャレンジ助成金
　技能検定（漢字・英語・数
学など）の受験料の一部を補
助します。

高校など在学

  

県
立
美
術
館

　
　
　
　
　

鈴
木
敏
夫
と
ジ
ブ
リ
展

　

本
展
で
は
、
⾼
畑
勲
・
宮
﨑
駿
両
監
督

と
共
に
、
数
々
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ

リ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
鈴
⽊
敏
夫
が
、
時

代
を
駆
け
続
け
て
い
る
中
で
出
会
っ
た
映

画
作
品
や
書
籍
に
も
注
目
し
て
、
ジ
ブ
リ

作
品
の
秘
密
を
紐
解
き
ま
す
。

◉
期
間

　

４
月
25
日
（
金
）
～
６
月
29
日
（
日
）

◉
会
場

　

長
野
県
立
美
術
館　

展
示
室
１
・
２
・
３

◉
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
展
示
室
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◉
休
館
日　

水
曜
日

※
本
展
覧
会
は
日
時
指
定
予
約
制
で
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
購
入
な
ど
の
詳
細
は
、
鈴
木

　

敏
夫
と
ジ
ブ
リ
展
長
野
展
公
式
サ
イ

　

ト
も
し
く
は
長
野
県
立
美
術
館
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

電
話
０
５
０
（
５
５
４
１
）
８
６
０
０

　
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）

◀
県
立
美
術
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◀
長
野
展

　
公
式
サ
イ
ト
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

草
花
芽
吹
く

春
の
お
散
歩

昨
年
度
、
あ
か
組
（
年
中
）
は
１

年
を
通
し
て
丸
山
孝こ
う
じ治
さ
ん
（
原
大

沢
）と
散
歩
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

自
然
の
生
き
物
や
草
花
に
詳
し

い
丸
山
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
自

然
の
中
に
あ
る
四
季
折
々
の
物
を
発

見
し
た
り
、
遊
び
方
を
試
し
た
り
し

ま
し
た
。

３
月
14
日
に
は
、
雪
の
上
に
あ
る

動
物
の
足
跡
や
草
の
芽
、
咲
い
た
ば

か
り
の
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
の
花
、

草
の
つ
る
、
木
の
葉
、
小
さ
な
生
き

物
を
観
察
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

散
歩
か
ら
戻
っ
た
あ
か
組
は
、

丸
山
さ
ん
に
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
、

写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
５
年
生
が
中
心
と
な

り
、企
画
お
よ
び
運
営
を
進
め
た「
６

年
生
を
送
る
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
の
学
年
の
児
童
た
ち
も
、
６

年
生
の
「
す
ご
さ
」
や
「
カ
ッ
コ
よ

さ
」
を
伝
え
た
り
、
今
ま
で
６
年
生

に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の

感
謝
を
伝
え
た
り
と
、
心
の
こ
も
っ

た
発
表
で
し
た
。

　

最
後
に
は
６
年
生
か
ら
の
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
心
温
ま
る
会
に

な
り
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

６
年
生
を
送
る
会

坂
本
龍り

ょ
う
た
ろ
う

太
朗
さ
ん

講
演
会

　

２
月
12
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル

シ
ャ
ワ
日
本
語
学
校
教
頭
の
坂
本
龍

太
朗
さ
ん
に
よ
る
「
今
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
子
ど
も
た
ち
は
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
坂
本
さ
ん

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
い

る
避
難
民
の
人
道
支
援
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

講
演
を
聴
い
た
生
徒
は
、「
自
分

が
勉
強
で
き
て
い
る
こ
と
は
当
た
り

前
で
は
な
い
と
気
付
い
た
」「
英
語

を
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
人
と
つ

な
が
る
た
め
に
学
び
た
い
と
思
っ

た
」「
一
番
怖
い
の
は
忘
れ
ら
れ
る

こ
と
だ
と
知
り
、
関
心
を
持
ち
続
け

よ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
、
心
に
感
じ

た
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
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令和７年度から国民健康保険税の算定方式が変わります 肩こりの原因と予防法を知ろう

肩こりの原因

　首や背中が緊張するような姿勢での作業、姿勢（猫背・前かがみ）、運動不足、
精神的なストレス、なで肩、連続して長時間同じ姿勢をとること、体の冷え、筋
力の低下などが原因になります。

　姿勢を真っすぐに保ち、両手を肩に乗せ、両肘を後ろ
から前へ大きくゆっくり回します。3回まわしたら反対
回しも行います。
　次に、少し前かがみの姿勢になり、同じように両肘を回していきます。
左右の肩甲骨の間を大きく広げるのを感じながら行いましょう。

　姿勢を真っすぐに保った状態で、両肩を両耳につけるイ
メージで引き上げます。その後、力を抜いてストンと肩を
落とします。これを 5回ゆっくりと繰り返します。

　首を前後左右にゆっくりと倒したあと、ぐるりと 1周
回し、反対にも回します。これを 3回繰り返します。

首を回す

　肩が冷えやすい方は、タートルネックやショールを愛用するなど、肩を
冷やさないように心がけましょう。蒸しタオルなどで肩を温めて筋肉の血
行を良くすることも効果的です。

健　康

だより

肩
こ
り
を
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん
か

健康福祉係
内線１２５

　明らかな原因疾患があれば、その治療が必要です。痛みが続く場
合や心配な場合は主治医や整形外科医に相談しましょう。

肩甲骨を動かす

予防法

忙しくても、1時間に 1度は立ち上がって姿勢を整えたり、肩回りを動か
してストレッチをしたりして、姿勢を意識的に改善するようにしましょう。

肩を上下に動かす

首を冷やさず温める

姿勢を改善する
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前
回
に
引
き
続
き
、
保
健
補
導
員
会
総

会
の
学
習
会
で
の
学
び
を
共
有
し
ま
す
。

　

今
回
は
腸
内
環
境
に
注
目
し
て
み
ま

し
た
。
免
疫
力
を
高
め
て
健
康
的
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

  

腸
内
環
境
を
良
好
に
保
ち

　
　
　
　
　
　

免
疫
力
ア
ッ
プ

○
腸
内
環
境
が
良
好
な
場
合

・
免
疫
力
が
ア
ッ
プ

・
腸
が
活
発
に
な
り
代
謝
が
上
が
る

・
老
廃
物
な
ど
が
排
泄
さ
れ
る 

な
ど

○
腸
内
環
境
が
不
良
な
場
合

・
下
痢
や
便
秘
な
ど
の
お
腹
の
調
子
が

　

悪
く
な
る

・
免
疫
力
の
低
下

・
代
謝
が
落
ち
る　

な
ど

◉
思
い
当
た
る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

□
毎
日
便
が
出
な
い

□
朝
食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
多
い

□
野
菜
不
足
だ
と
感
じ
る

□
肉
が
大
好
き

□
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
飲
む

□
運
動
不
足
だ
と
感
じ
る

□
ス
ト
レ
ス
を
い
つ
も
感
じ
て
い
る

□
た
ば
こ
を
吸
う

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

◉
便
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク

◉
積
極
的
に
摂
取
し
た
い
食
べ
物

①
食
物
繊
維

○
水
溶
性
食
物
繊
維

　

善
玉
菌
の
エ
サ
に
な
り
、
有
害
な
物

質
を
体
外
へ
排
泄
す
る
。
野
菜
類
、
海

藻
類
、
果
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
。

○
不
溶
性
食
物
繊
維

　

便
の
容
積
を
増
や
し
、
便

意
を
促
す
。
ご
ぼ
う
、
豆
類
、

穀
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
。

　

１
日
の
食
物
繊
維
目
標
摂
取
量

　
　

男
性　

21
ｇ
以
上

　
　

女
性　

18
ｇ
以
上

②
発
酵
食
品

　

腸
を
活
性
化
し
、
腸
内
環
境
を
整
え

る
。
消
化
管
の
動
き
を
助
け
て
便
秘
を

改
善
す
る
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
キ
ム
チ
、

漬
物
、
味
噌
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
８
】

　

良
好

不
良

か
た
ち

バ
ナ
ナ
状

コ
ロ
コ
ロ

ド
ロ
ド
ロ

硬
さ

程
よ
い
固
さ

固
い

柔
ら
か
い

色

茶
色

黄
土
色

黒
色

薄
茶
色

◉税率の改定内容
「所得割」「資産割」「均等割」

「平等割」から計算する「４方式」
から、令和７年度以降は、「資
産割」を廃止した「３方式」に
変更します。

◉資産割廃止の経緯
　長野県国民健康保険運営方針
で、令和９年度までの資産割廃
止が示されていることから、本
村においても令和７年度から改
正することとしました。

【生活環境係　内線１２３】

令和７年度から国民健康保険税の算定方式が変わります

区分
（対象）

医療給付費分
（すべての加入者）

後期高齢者支援金分
（すべての加入者）

介護納付金分
（加入者のうち 40 歳

～ 64 歳の人）
改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割
（加入者の合計所得

に対して）
6.50% 6.50% 2.60% 2.60% 2.60％ 2.60%

資産割
（加入者の固定資産

税額に対して）
7.75% 廃止 3.00％ 廃止 2.90% 廃止

均等割額
（加入者１人当たり） 21,000 円 21,000 円 7,900 円 7,900 円 9,300 円 9,300 円

平等割額
（１世帯当たり） 22,100 円 22,100 円 8,500 円 8,500 円 7,800 円 7,800 円

◉改定前と改定後の国保税差額
（例）固定資産税 5 万円の場合
　　 改定前　    6,825 円
　　 改定後　　   　0 円
　　 差 額　△ 6,825 円

　ご自分の世帯の国民健康保険税額
を知りたい方は、本人確認書類（マ
イナンバーカードや運転免許証な
ど）を持参の上、生活環境係までお
越しください。



■
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

ホ
リ
デ
ー
と
は

　

将
来
の
移
住
・
定
住
や
、
村
内
事
業

者
の
季
節
雇
用
の
確
保
の
た
め
、
県
外

に
住
ん
で
い
る
方
が
、
一
定
期
間
村
で

働
き
な
が
ら
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験

す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

※
総
務
省
の
事
業
で
、
村
で
は
令
和
７

　

年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

■ 

受
入
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

ー
」
に
は
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
村
内
企
業
の
協
力

が
必
要
で
す
。
参
加
者
は
約
２
週
間
の

滞
在
中
、
協
力
企
業
に
出
勤
し
仕
事
を

し
ま
す
。

「
都
市
部
の
人
に
自
社
の
仕
事
を
体

験
し
て
も
ら
い
た
い
」「
人
手
が
足
り

な
い
時
季
に
、
未
経
験
者
で
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
た
い
」
と
い
う
村
内

企
業
や
農
家
の
方
も
受
入
事
業
者
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

参
加
者
の
宿
泊
先

滞
在
中
の
宿
泊
先
は
、
参
加
者
と
村

が
相
談
し
て
決
定
し
、
村
内
宿
泊
施
設

や
村
体
験
住
宅
に
宿
泊
す
る
際
は
、
食

事
代
を
除
く
宿
泊
費
を
村
が
一
部
補
助

し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
受
入
事
業
者
が
参
加
者

の
宿
泊
先
を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

《
受
け
入
れ
の
メ
リ
ッ
ト
》

  

・
県
外
の
若
者
に
自
社
の
取
組
み
や

     

地
域
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら
う
機

     

会
に
な
る

  

・
季
節
的
な
人
手
不
足
解
消
の
一
助

     

に
な
る

  

・
将
来
的
な
就
労
者
や
就
農
者
確
保

　

 

の
可
能
性
が
高
ま
る

  

・
村
の
移
住
定
住
施
策
推
進
の
新
た

　

  

な
機
会
と
な
る

ふるさとワーキングホリデー　【受入事業者募集】
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▲村公式
　ウェブサイト

■ 

事
業
実
施
の
流
れ

①
受
入
事
業
者
か
ら
の
申
込

　
　

６
月
上
旬
締
切
（
予
定
）

②
村
と
の
打
合
せ

　
　

受
入
日
程
や
内
容
の
調
整

③
受
入
事
業
者
の
決
定

　
　

総
務
省
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
受

　
　

入
事
業
者
と
し
て
掲
載

④
参
加
者
と
受
入
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　
　

随
時
、参
加
者
の
申
込
を
受
付
け
、

　
　

相
談
し
ま
す
。

⑤
受
入
開
始

　
　

受
入
期
間
（
予
定
）

　
　
　

８
月
～
令
和
８
年
３
月
上
旬

■ 

事
業
者
登
録
の
申
し
込
み

　
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
受
け
入
れ
た
い
」「
ま
ず
は
話
を
聞

い
て
み
た
い
」と
い
う
事
業
者
の
方
は
、

移
住
定
住
推
進
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
役

場
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。【

移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】
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雪
の
絶
景 

木
島
平

　

木
島
平
村
に
来
て
早
１
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
迎
え
る
初

め
て
の
冬
は
、
雪
の
多
さ
と
景
色
の
美

し
さ
に
感
動
を
覚
え
る
日
々
で
し
た
。

　

朝
の
通
勤
時
に
稲
荷
区
か
ら
見
下
ろ

す
雪
景
色
の
飯
山
盆
地
は
、
毎
日
観
て

い
て
も
飽
き
な
い
絶
景
で
す
。
こ
の
雪

の
絶
景
を
他
の
人
に
も
手
軽
に
味
わ
っ

て
貰
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
も
初
挑
戦

を
し
ま
し
た
。

　

話
し
は
代
わ
り
、
３
月
に
タ
イ
南
部

へ
行
き
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
ヤ
シ
の

中
を
カ
ヤ
ッ
ク
で
巡
る
旅
を
し
ま
し

た
。
日
々
の
日
常
か
ら
離
れ
異
国
の
日

常
を
味
わ
う
旅
へ
時
々
行
く
の
で
す

が
、
こ
れ
が
と
て
も
刺
激
的
で
感
動
し

ま
す
。
た
だ
、
そ
の
地
で
は
そ
れ
が
ご

く
当
た
り
前
の
日
常
的
な
景
色
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
毎
回
の
旅
で
感
じ
ま

す
。
豪
雪
地
帯
で
あ
る
木
島
平
の
白
銀

の
景
色
は
、
世
界
的
に
見
れ
ば
異
国
漂

う
極
上
の
絶
景
に
観
え
ま
す
。

 

村
を
訪
れ
た
人
が
、
自
分
の
住
む
地

域
や
自
国
で
は
決
し
て
味
わ
う
事
が
で

き
な
い
、
木
島
平
の
白
銀
の
日
常
を
体

験
で
き
る
、
そ
れ
は
想
像
以
上
の
ワ
ク

ワ
ク
す
る
絶
景
と
の
出
会
い
に
な
る
は

ず
で
し
ょ
う
。

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

平野　星
せ い や

矢

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊵

　

３
月
６
日
、
令
和
６
年
度
最
後
の
学

校
運
営
協
議
会
が
開
か
れ
、
小
・
中
学

校
で
は
、
令
和
７
年
度
に
お
け
る
学
校

運
営
の
全
体
構
想
や
計
画
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

木
島
平
小
学
校  

自
己
評
価
の
結
果

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

  

４
本
柱
に
関
す
る
結
果

　

小
学
校
で
は
、「
挨
拶
」「
清
掃
と
作

業
」「
読
書
」「
歌
」
の
４
本
柱
を
掲
げ

て
お
り
、
特
に
、「
挨
拶
」
と
「
清
掃

と
作
業
」
の
取
組
に
肯
定
的
な
回
答
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、「
読
書
」

に
関
し
て
、「
あ
ま
り
読
ん
で
い
な
い
」

と
い
う
保
護
者
か
ら
の
回
答
が
全
体
の

約
３
割
、
高
学
年
で
は
約
２
割
と
、
意

識
が
や
や
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

   
宿
題
や
家
庭
学
習
に

　

多
く
の
児
童
お
よ
び
保
護
者
は
、「
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

児
童
の
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
友
達

と
協
力
し
た
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

傾
向
が
高
い
で
す
。

  

小
学
校
生
活

　
「
友
達
と
仲
良
く
過
ご
し
て
い
る
」

と
の
回
答
が
多
か
っ
た
一
方
、
否
定
的

な
回
答
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
学
校
側

で
は
友
達
作
り
の
支
援
を
意
識
し
て
い

く
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
の
方
と
の
学
習
が
楽

し
い
」
と
回
答
し
た
児
童
の
割
合
は
、

全
学
年
で
高
く
、
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆

さ
ん
に
村
民
の
方
を
繋
げ
て
い
た
だ
い

た
成
果
を
感
じ
ま
す
。

  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

学
校
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
元
に
、
改
善
の
対

策
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
お

忙
し
い
中
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
生
涯
学
習
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

◀ある日の「チルタイム」

※チルタイムとは、ゆっくりとリ
　ラックスして過ごす時間のこと。
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、

Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

　

警
察
官
を
名
乗
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が

急
増
中
！
騙
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　
　
「
犯
罪
の
容
疑
が
あ
る
」

◉
主
な
手
口
の
特
徴

①
官
公
署
を
名
乗
る
者
か
ら
、
自
動
音

声
で
電
話
が
あ
り
、「
あ
と
一
時
間
で

通
信
を
停
止
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
」
を
押
す
よ
う
指
示
さ

れ
る
。

②
次
に
官
公
署
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
携

帯
電
話
が
不
正
に
操
作
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
警
察
官
を
名
乗
る
者

に
電
話
を
代
わ
り
、「
あ
な
た
が
犯
罪

の
捜
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
を

漏
ら
す
と
犯
人
隠
し
や
証
拠
隠
滅
に
な

る
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
「
あ
な
た
の
お
金
を
調

べ
る
必
要
が
あ
る
。
指
定
口
座
に
お
金

を
振
り
込
む
よ
う
に
」
な
ど
と
送
金
を

指
示
さ
れ
る
。

※
警
察
官
が
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は

　

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

警
察
官
を
名
乗
る
詐
欺
に

　
　
　
　
　
　

ご
注
意
を
！

田
口
警
部
補

＜主な進学先＞

大学
【大　　学】◆清泉大学　　 ◆新潟食料農業大学　　◆新潟薬科大学　
【短期大学】◆長野短期大学

専修・

各種学校

◆大原情報ビジネス医療専門学校　　◆長野社会ふくし専門学校
◆長野調理製菓専門学校　　◆長野平青学園　　◆長野理容美容専門学校　
◆アップルスポーツカレッジ　　◆関東工業自動車大学校　
◆群馬自動車大学校　　◆テクノホルティ園芸専門学校　　
◆新潟コンピュータ専門学校　　◆ヒューマンアカデミー

大学校 ◆長野県農業大学校

＜主な就職先＞

飯山管内
◆㈱カワモト　　◆大信畜産工業　　◆㈱長野ＦＣＬコンポーネント　
◆北信州森林組合　　◆北信ボーリング　　◆㈱マウスコンピューター　
◆斑尾高原カントリー㈱　　◆みゆき野運輸

長野県内
◆㈱オカムラ　◆㈱河東工業　◆信越定期自動車㈱　◆綿半ホームエイド
◆東日本旅客鉄道（JR東日本）長野支社　◆JR長野鉄道サービス㈱　

【卒業生進路概況報告】　令和６年度卒業生の進路は次のようになりました。　

コース
卒業生 進学 就職 自営 家居 未定

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

産業創造 15 9 9 4 5 3 　 　 1 1 　 1

環境創造 21 　 10 　 11 　 　 　 　 　 0 　

合計

36 9 19 4 16 3 0 0 1 1 0 1

45
23 19 0 2 1

51.1% 42.2% 0.0% 4.4% 2.3%
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調
布
市
広
報
番
組

「
テ
レ
ビ
広
報
ち
ょ
う
ふ
」
出
演

交
流
推
進
員
の
水
澤
で
す
。

先
日
、
調
布
市
の
広
報
番
組
「
テ
レ

ビ
広
報
ち
ょ
う
ふ
」
で
新
鮮
屋
を
取
材

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
番
組
は
約
２

週
間
放
送
さ
れ
、
多
く
の
方
が
番
組
を

き
っ
か
け
に
お
店
へ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
り
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
お
す
す
め
商
品
や
売
れ

筋
商
品
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
お
す
す

め
商
品
は
、
瓶
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し

て
再
販
し
た
米
焼
酎
「
米
一
筋
」
で
す
。

　

ま
た
、
調
布
の
皆
さ
ん
に
人
気
の
売

れ
筋
商
品
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ

れ
は
な
ん
と
、
生
き
く
ら
げ
な
ん
で
す
。

国
産
で
あ
り
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
生

の
き
く
ら
げ
を
通
年
販
売
し
て
い
る
の

は
珍
し
く
、
こ
れ
を
目
当
て
に
お
店
に

通
っ
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

人
気
の
農
産
物
は
、
春
の
山
菜
や
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
完
熟
ト
マ
ト
や
丸
ナ
ス

な
ど
の
夏
野
菜
、
秋
に
は
さ
つ
ま
い
も
、

ネ
ギ
や
白
菜
な
ど
で
す
が
、
特
に
冬
季

の
干
し
柿
は
毎
年
大
人
気
で
、
入
荷
を

待
ち
望
ん
で
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
下
野
菜
も
「
ス

ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
野
菜
と
味
が
全

然
違
う
」
と
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

新
鮮
屋
で
販
売
す
る
農
産
物
は
，
村

内
農
家
の
皆
さ
ん
の
出
荷
物
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
丹
精
込
め
て
作

っ
た
野
菜
を
新
鮮
屋
で
販
売
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
出
荷
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
木
島
平
村
農
業
振
興
公
社
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

151

公式ＬＩＮＥ

公式インスタグラム 

【相談事例】
　一人暮らしのアパートに訪問してきた事業者に、「電気代
が安くなるので、検針票を見せてほしい」と言われ見せた。
しかし、検針票に記載されている顧客番号を使って他人でも
契約が変更できるとネットで知った。対処法を教えてほしい。

【アドバイス】
・突然の訪問で勧誘を受けた場合、その場で契約せず、事業
　者名や連絡先、目的等をよく確認しましょう。
・検針票には、契約切替に必要な顧客番号や供給地点特定番
　号等が書かれています。契約の意思がなければ、はっきり
　と断り、検針票の記載情報は慎重に取扱いましょう。
・「料金が安くなる」と勧誘された際は、プラン内容を確認
　し他事業者と比較して検討しましょう。
・特定商取引法上の訪問販売に該当する場合、事業者から契
　約書を受け取ってから 8 日以内であればクーリング・オフ
　できます。困ったときは、消費生活センター（消費者ホッ
　トライン 188）へ。　　　　　【生活環境係　内線１２１】

新生活！
　　　電気やガスの訪問販売に注意

　
４月１日から

長野県の消費生活センターが
１つになりました！

【生活環境係　内線１２１】

　複雑化および高度化する消費生
活相談に対応するため、県内４か
所に分散している県消費生活セン
ターを 1 か所（松本市内）に集
約して、相談機能を強化します。
　ＬＩＮＥや長野県北信合同庁舎
からも相談ができます。　

【オンライン相談・出張相談】
◉予約先
　長野県消費生活センター
　電話 0263（40）3660）へ
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20

日

21

月　

公
民
館
関
係
団
体
会
議　

18
時
30
分
～

22

火　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

23

水　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

24

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

　

分
館
長
・
体
育
部
長
会　

19
時
～

25

金　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

26

土

27

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

9
時
～
11
時
45
分

28

月　

議
会
臨
時
会

29

火

30

水

1

木

2

金

3

土

4

日

5

月　

４月

村
税
等
納
期
限

昭
和
の
日

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

村
税
等
口
座
振
替
日

村税等の口座振替日は 4 月 25 日㈮です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 40 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

有 

料 

広 

告

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和７年３月 令和６年３月 前年同月比

55,520kg 59,430kg 93%

燃えない
ごみ処分量

令和７年３月 令和６年３月 前年同月比

2,950kg 2,990kg 99%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,210kg 14.0 円 /kg 18,634 円

雑　誌 4,630kg 12.0 円 /kg 61,116 円

段ボール 1,180kg 13.0 円 /kg 16,874 円

紙パック 　30kg 10.0 円 /kg 　　330 円

合計 96,954 円

令和７年３月古紙の売払金額

４月は、固定資産税の納入月です。

納期限は４月 30日（水）です。

お忘れのないようにお願いします。

村税お忘れのないように

　令和７年４月から、村税の納め方が

「単税方式」へ変更しました。

【税務係　内線１１０】



2025.4

27

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 29 野沢温泉村 0 0 40 その他 0 0 3

飯山市 0 1 150 栄村 0 0 17 《合計》 0 1 239

件 件 件 件 件件 件件 件３月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00～13：15
場所：保健センター
◉四種・五種混合：4月21日㈪
◉肺炎球菌・ロタウイルス・五種混合：
　　　　　　　　　　5月12日㈪

受付：13：00～13：30
場所：保健センター
日にち：５月21日㈬
対象：令和４年３・4月生

うまれ

　　   令和５年3・4・9・10月生
　　   令和６年4・5・9・10・12月生
　　   令和７年１月生

日にち：４月24日㈭、５月15日㈭
時間：9：00～11：00
場所：保健センター

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家
庭に、おひさま保育園のプレイルー
ムを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00～11：30
※毎月第1木曜日は9：00～15：00

予 防 接 種 子ども健康相談

くらしの火 油断をすれば てごわい火

【４月 20 日㈰～５月 19 日㈪】

場所：おひさま保育園プレイルーム
・子育て支援コーディネーターがお
　ります。子育ての相談にも応じます。
◉4月22日㈫　9：45～
　「外遊びを楽しもう」
　天気が良ければ園庭を開放します。

◉4月30日㈬　9：45～
※曜日が異なります。ご注意ください。
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューなどをも
　とにした離乳食を紹介します。

◉5月13日㈫　9：45～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
　季節に合わせた製作を楽しみます。

おひさま教室

おひさま広場

乳幼児健診
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令和７年度予算などを審議

■少子化対策プロジェクト
　・拡18歳までの子どもの医療費完全無償化など　3,542万円（県費等含む）
　・小中学校入学祝金(10万円/人)、多子出産祝金(20万円/人)、お誕生記念品(１万円/人)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　755万円
　・新  高校生就学費等補助金
　　（村・飯山市の高校在学者2.4万円/年、その他の高校在学者3.6万円/年） 263万円
　・拡小中学生の給食費完全無償化　2,307万円（その他財源含む）

■住み続けたい暮らしプロジェクト
　・新  事業承継補助金（20万円/件）、創業支援補助金（60万円/件）、商工会補助金（280万円）
　・拡  家賃補助対象者に「18歳以下と同居」を追加（４万円超で上限１万円） 168万円
　・拡民間による賃貸集合住宅建設補助金、住まいづくり促進事業、住宅リフォーム
　　　等補助金など　5,155万円（国県費等含む）
　・新村営賃貸集合住宅（１棟４戸）の建設　6,890万円（地方債等含む）

■魅力発信プロジェクト
　・村公式ＨＰ・ＳＮＳ・ライブカメラ運用経費、新  新たな村公式ＳＮＳの開設 172万円
　・木島平ブランド確立事業（新  米コンクール出品料補助、ＰＲ事業など）　856万円
　
■デジタル化推進プロジェクト
　・国が進める自治体共通のクラウドサービス関連経費など　3,817万円
　・新  子育て支援アプリの導入（初年度無料）
　・小中学校ＧＩＧＡスクール構想事業　8,135万円（国費等含む）
　　（デジタル教材、フィルタリングソフト、ＧＩＧＡスクールサポーター、
　　　児童生徒用タブレットパソコン更新、無線ＬＡＮネットワーク機器設置など）

■その他
　・エコパーク寒川(ごみ処理施設)大規模改修事業負担金  １億2,533万円（地方債含む）
　・屋内運動場人工芝化工事　1,600万円（地方債）
　・村制施行70周年および調布市姉妹都市盟約40周年記念事業　1,634万円
　　　村制施行70周年：広報表紙カラー、記念式典、村勢要覧作成、記念映像作成　ほか
　　　盟約40周年：記念品作成（日本酒、米記念ラベル作成）、桐朋学園演奏　ほか

　今議会は、２月 28 日から３月 18 日までの 19 日間の会期で開催され、村から提案された
［予算案 16 件、条例案 14 件、事件案３件、同意案２件］を議決しました。また、陳情４件

を審査しました。
　賛否の分かれた議案および可決以外の議案については 31 ページに掲載しています。

令和７年度一般会計42.0億円（前年度約4.8億円増）
　主な事業を抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）

※ 新：新規事業　拡：拡充事業
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令和 6 年度 補正予算

総務課 
・村の財政調整基金へ積立て　　   　　１億6,398万円

民生課 
・後期高齢者医療負担金（精算）　　　   △1,199万円
・ごみ処理に係る負担金（精算）　   　　   △819万円
・帯状疱疹予防接種に伴う電算処理委託料　　28万円

建設課
・長電バス(飯山野沢温泉線)の負担金追加　  　50万円
・越渡橋(ケヤキの森公園上)の改修工事費追加　100万円         
・村営住宅 壁紙貼替え（１軒分）            　　　55万円

9,717 万円増額（総額 47 億 2,700 万円）の一般会計 補正予算を全会一致で可決しました。
以下が主な内容（抜粋）です。（千円以下を四捨五入）

産業課 
・排水機場維持管理（負担金）　      570万円

教育委員会
・教員住宅修繕（トイレ便座交換）　22万円
・スクールバス修繕　　         　　　   15万円
・給食センター給湯器の重油代増　　39万円

全課を通して
・事業実績・精算等による減額　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

ピック
　　アップ

条例改正

●情報通信施設条例（一部改正）
　　子育て世帯および若者世帯は「ふう太ネット
　加入負担金」が半額（55,000円）になります。
　対象：18歳以下(3月末時点)の者と同居の世帯
　　　　40歳以下の者のみで構成する世帯

●空き家の適正管理に関する条例（全部改正）　
　　国の法律改正に伴い「空家等対策に関する条例」
　を改正するものです。
　　管理不全空家および特定空家等の指定基準に
　満たない空き家が重大な危害を及ぼすおそれが
　あるとき、緊急安全措置を村が行えるように
　するものです。

●特別職の職員（村長・副村長・教育長）の給与の
　特例に関する条例の一部改正
　　村の財政状況が厳しいことを考慮し、村長就任
　以来１年ごとに条例で定めてきている削減額(率)
　について、令和６年度に引き続き、令和７年度も
　同額（率）で実施するもの。

●農の拠点施設設置条例（一部改正）
　　道の駅ファームス木島平の管理について、
　「指定管理者」の募集を可能とするための
　改正です。

●税条例（一部改正）
　・村税の徴収方法の変更(単税化)に伴う
　　各税（村民税、固定資産税、国民健康保険税）
　　の納期の変更等です。
　・国保税の資産割がなくなります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ピック
　　アップ

総務課

民生課

建設課

産業課

教育委員会

全課を通して

●教育委員会委員の任命
　氏名：宮下　宏さん（スキー場）　任期：令和７年４月１日から４年間

●副村長の選任
　氏名：丸山　寛人さん（山　口）　任期：令和７年４月１日から４年間

同意

条例の基本額 令和７年度

村　長 718,000円 646,200円 (△10％)

副村長 603,000円 572,800円 (△５％）

教育長 528,000円 501,600円 (△５％）
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「令和７年３月定例会の審査意見」
委員会に付託された議案について審査し、次の意見をまとめました。
村の対応は、６月議会定例会の初日に報告されます。

【予算決算常任委員会】

　給食センター給湯器からの漏水により、多量の重油が消費され、追加予算が計上されている。これを
踏まえ、公共施設全般の定期的点検など、適切な維持管理に努められたい。

【令和６年度補正予算について】

【令和７年度一般会計予算について】

　財政状況が厳しい中、持続可能な村政運営
のため、村全体の将来ビジョンを描く中で事
業を精査し、メリハリのある財政運営に努め
られたい。

　「村 制 施 行 70 周 年」 お よ び「調 布 市 姉 妹
都 市盟約 40 周年」に関連し、各課で記念 事
業が計画されている。各課との連携を強化し、
村民への早期周知を図るなど、村全体で機運
を高めるよう努められたい。

　ものつくり大学との連携事業として「東
あ ず ま や

屋
移 転 費 用 」 約 340 万 円 が 計 上 さ れ て い る。
大学連携のアピールとともに、冬期間の維持
管理を考慮し、設置場所を慎重に検討されたい。

　「 村 社 会 福 祉 協 議 会 」 の 委 託 補 助 や 人 的
支援等について、約 1,680 万円が計上されている。
社協の経営の厳しさは理解するが、経営改善
計 画 の 提 出 を 求 め、 村 民 の 理 解 が 得 ら れ る
よう適切に対応されたい。

　「シニア世代団体活動補助」の趣旨は評価
す る が、 申 請 団 体 等 に は、 新 規 加 入 者 等 の
勧誘を促し、活動への参加者の増加につなが
るよう、運用を工夫されたい。

　「有機センター」の長寿命化工事実施設計
委託料として、約 960 万円が計上されている。
今後、検討委員会を設置し、さまざまな観点
から将来を見据えた対応を検討されたい。

　「観光振興局」の運営補助や体制強化に向け、
約 4,700 万円が計上されている。単なる事業
消化に終わらせず、地域活性化・持続可能な
地 域 づ く り に つ な が る よ う、 事 業 の 成 果 を
検証されたい。

　「観光ビジョン策定業務」に 約 150 万円が
計上されている。委託業者任せにせず、村民
を 中 心 と し た 関 係 者 に よ る 主 体 的 な 議 論 で
ビジョンを共有し、自ら策定したという実感
を持てるような進め方を検討されたい。

　「農の拠点施設」のこども広場へ「日よけ
タープ」の設置が予定されている。審査の過程
で出された意見を踏まえ、さまざまなリスク
を想定したうえで、十分な安全対策を講じら
れたい。

　「デマンド交通」や「シャトル便」の委託
費が倍増し、更新期間も短縮される中、福祉
バスや自家用有償旅客運送制度の活用など、
村としての対応策を早急に検討されたい。

　「ルクセンブルク交流事業」について、社会
情勢の変化により、村の財政負担が事業開始
当初より約 700 万円増加し、令和７年度には
約 900 万円計上されている。国際交流の意義
は 高 く 評 価 す る が 、 ル ク セ ン ブ ル ク と の
往来に限定せず、より多くの生徒が体験でき、
村 の 負 担 軽 減 に つ な が る 国 際 交 流 の あ り 方
を早急に検討されたい。

総務課

子育て支援課

民生課

産業課

産業企画室

子育て支援課

建設課
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 ≪賛 否 の 分 か れ た 議 案 お よ び 否 決 と な っ た 議 案 の 結 果≫

議　　案

議　　員　　名
採
決
結
果

関
　 

達
夫

湯
本 

直
木

湯
本 

行
浩

山
本 

隆
樹

山
浦
　 

登

丸
山 
邦
久

江
田 

宏
子

山
﨑 

栄
喜

令和７年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

木島平村田舎暮らし体験住宅設置条例の一部改正 × × × × × × × × 否決

特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

副村長の選任につき同意を求めること ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■表の説明：〇賛成、×反対　（議長は議決に参加しないため、議員名から外しています）

　田舎暮らし体験住宅は村内２箇所（庚・大町）にあり、木島平村に移住を希望する村外の方が１棟
あたり５泊まで 5,000 円 / 泊（６泊目以上は 2,000 円 / 泊）で宿泊でき、村の暮らしを体験できる
施設です。
　改正案では、利用期間や利用回数の拡大により、目的外使用など、真に移住に結び付く体験住宅と
なるか懸念されるため否決としました。

主な改正事項 現行 改正案

利用期間の変更 90 日 90 日を基本とし、村内の学校へ体験入学する等特別な
事情がある場合には 120 日まで利用できる

利用回数の変更 各棟において春夏
秋冬に１回ずつ 季節問わず２棟合わせて通算８回まで

受付開始日の変更 利用開始希望日の
３か月前

申込時に 40 歳以下の方、または 20 歳以下の子と同居
する方は、６か月前から申込みができる

申込期限の変更 利用日の 15 日前 利用日の７日前

木島平村田舎暮らし体験住宅設置条例の一部改正 否決理由〉〉〉〉〉〉

令和７年度一般会計予算に対する討論（要旨）
　　　　　　　　　　　　　　山浦　登

学校給食費無償化、村営集合住宅建設や民間賃
貸住宅建設補助金制度は、「住んでもらいたい村」
を目指すことで、少子化対策と関係人口増につな
がる。

インフラの維持補修多額の費用が見込まれるが、
計画的に行い、村民の安心安全を。

合宿誘致補助金制度は、多くの選手に訪れて
いただき、村の宿泊業の元気を取り戻して、にぎ
わいと活力ある村になるよう大いに期待する。
　農家のニーズを把握し、農業が元気、地域が元気
になるよう本予算を執行しなければいけない。

ふるさと納税は、納税者の期待に応える事業
とし、成果を挙げなければいけない。返礼品も村
の産業振興となる。

一人ひとりが希望を持てる村になる予算と信じる。

反対
討論

令和７年度一般会計予算に対する討論（要旨）
　　　　　　　　　　　　　　関　達夫

賛成
討論

道の駅再整備事業において、住民説明会を２回
だけではなく、丁寧な説明と意見を聞き、理解を
得ることが必要。再整備後に大勢の村民の利用、
活用につながる。

一般会計の財政調整基金は７年度末残高見込額
で４億 800 万円減。公共施設等総合管理計画で
長寿命化等対策をするが、財政調整基金が年々
減少し、計画の実施に影響がある。

第７次総合振興計画を村民にどのように周知し
理解を得て進めるか、具体的方針が見えない。

デマンド交通、シャトル便、スキージャンプ台、
ルクセンブルク交流等について、財政状況を
考慮し、事業の方法、ニーズ、費用対効果の
検討が必要。
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みなさんからの請願・陳情

「令和６年12月定例会の審査意見」に対する村の対応

　　　一般会計補正予算の債務負担行為で、
デマンド交通・シャトル便の運行委託費が倍増
している。交通弱者が増える中、交通手段の
確保は必要な施策であり、将来にわたり交通
手段を維持できるよう、早急に様々な方法を
検討されたい。

意見

【予算決算常任委員会】

馬曲温泉の内湯建物の老朽化による不具合が生じた
ため、状況を確認しました。
馬曲温泉は、令和６年４月にリニューアルオープン
し、民間企業で運営（施設貸付）。「温泉総選挙 2024」
では絶景部門で全国第４位、中部地方第１位にも選ば
れました。タオル付で手ぶらで入浴でき、屋外テラス
やパウダールームも完備され、ウェルカムドリンク
（お菓子付き）のおもてなしや、おやきの販売などが
行われています。
内湯がしばらく休止となるため、当面の対策として、
外湯にシャワーを取り付ける予定です。
昭和59年に作られた施設のため、老朽化は避けられ

ませんが、村民の保健休養の場としても観光施設として
も、より多くの皆さんにお越しいただき、村が活性化
することを期待します。

馬曲温泉の視察（３月13日）

　委員会審査の結果で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。（要旨抜粋）

　　　現行の契約が本年度末で期限となるため、
次年度以降の運行を検討してきた。安定した公共
交通確保のため複数年契約が望ましいが、運行業者
と交渉の結果、契約期間は令和７年度１年間とし、
委託料も適正金額と認められるため、１月 24 日
に契約締結している。令和８年度以降も交通手段
を維持できるよう検討していく。

対応

受理番号 件　　名 審査結果 対応・理由等

陳情第１号
2000 年基準前の新耐震基準で建てられた木造住宅
を加えた耐震化助成制度の創設・拡充について

採択 趣旨を理解し採択しました。

陳情第２号
価格による入札方式における最低制限価格等の引上げ
と入札方式に偏らない方式における適正価格の設定
について

採択 趣旨を理解し採択しました。

陳情第３号 業務報酬基準の準拠と業務内容の明確化について 採択 趣旨を理解し採択しました。

陳情第４号 建築士事務所賠償責任保険への加入について 採択 趣旨を理解し採択しました。

３月に内湯休止となった馬曲温泉３月に内湯休止となった馬曲温泉
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表 彰

この度、長野県北信建設事務所から、議員（産業建設常任委員長）が代表を務める「ふう太河
か っ ぱ

童の
川
か わ ぶ し ん

普請実行委員会」「国道 403 号木島平地区改良整備促進協議会」の道路河川愛護活動の功績が認め
られ、表彰されました。

ふう太河童の川普請は、樽川・馬曲川の河川愛護活動として、毎年１回実行委員会が主催で行って
います。かつては、村消防団により行われていましたが、議会が中心となり実行委員会を立ち上げ、
平成 14 年から始まりました。令和６年度に 23 年目を迎えました。

「道路河川愛護活動」北信建設事務所長表彰（１月 29 日）

12月定例会以降の議会活動
議会では、定例会以外に、研修や村議会独自の議会活動などを行っています。
12 月定例会から３月定例会までの主な議会活動について掲載します。

町村議会広報研修会（１月21日）長野県自治会館（長野市）

広報活動の向上をめざし、村民の関心と理解を深めるため、議会
活動をわかりやすく見える化することや、村民への情報提供の充実
と発展を目的として講義を受けました。

「議会だよりの役割」とは、地域課題解決のために村民に説明し
正しく理解し納得してもらうこと、行政・議会・村民の意識・行動
変容を促進し、信頼・協働関係をつくり維持することで、村民と
議会をつなぐ重要なアイテムの一つと考えます。

何を伝えて、どのように情報を表現するか、一方通行にならず、
村民が関心をもち、読みやすく伝わる議会だよりを心掛けていきます。 伝わる議会だよりを学ぶ伝わる議会だよりを学ぶ

【傍聴しようと思った理由】
・議会とはどういうものか知りたかったため。どのように議論され決定されているのか知りたかった。

【傍聴して感じたこと】
・答弁で検討するとした結果がどうなのか突き詰めて聞いてほしい。はぐらかされているように感じる。
・議員も勉強していると感じた。村を維持していかなければいけないので議員に期待している。
・一般質問は端的に。

【議員のなり手不足に対する意見・考え】
・地区や支援者等へ報告会や意見交換会を行い、住民の意見を聞くことも議会の活性化につながる。
・議員の手当が少なく、会議、出役が多く、手を挙げる人がいないのでは。
・一般のサラリーマンが議員になりやすいように、また、傍聴しやすいように休日に議会を開いては。

【議会や行政に対する意見・要望】
・行政と議会は分断ではなく一体となってほしい。

議会を傍聴された方との意見交換会
　　　　　　　　（２月10日）村若者センター

村議会は議決機関としてだけでなく、皆様からの
関心を得ること、自らそのありようを変えていく
ことに取り組んでいます。　　

まずは、議会本会議を傍聴していただいた方々と、
「議会を傍聴したことの感想」「議員のなり手不足に

対する意見・考え」「議会や行政に対する意見」
などについて意見交換しました。

出された意見の一部を抜粋して紹介します。

議会改革特別委員会　企画　

意見交換会の様子意見交換会の様子
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１　湯本　直木
①議会一般質問の対応について
②�村観光施設運営会社との向き合い方と
　村民への対応について
③農業経営の基盤安定化について
④木島平村教育振興基本計画前期(案)について
⑤信州型フリースクール認証制度への対応に
　ついて

２　山﨑　栄喜
①令和７年度予算について
②道の駅再整備計画について
③スキー場線の安全対策について

３　関　　達夫
①集落の活動を支援する策を求める
②むらの事業を点検する
③村制70周年について

４　丸山　邦久
①少子化対策プロジェクトについて
②ファームス木島平の再整備計画について

各議員の一般質問の項目
３月６日・７日に７人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（５月号）の議会だよりに掲載します。

１　山本　隆樹
①食料・農業・農村基本法の改正への取組は
②認知症基本法の推進は

２　湯本　行浩　※当日、体調不良により欠席

①木島平村の少子化問題について
②多様な産業が活力を生み出す
③実質公債費比率について

３　山浦　　登
①令和７年度政府予算案に対する評価と
　政治姿勢を質す
②令和７年度一般会計予算案について
③第７次総合振興計画について
④道の駅ファームス再整備計画について
⑤高齢者の一人暮らし支援について

４　江田　宏子
①「ファームス木島平」の再整備について
②特色ある教育・子育て環境を前面に
③「魅力ある村づくり」と「村政運営」について

第２日目（３月７日）第１日目（３月６日）

【村からの提出案件】
１月23日
◦協議事項
（1）人事院勧告による条例改正について
（2）補正予算について
◦報告事項
（1）株式の譲渡について（スキー場関係）
２月20日
◦協議事項
（1）令和７年度予算概要等について
（2）道の駅再整備計画について
◦報告事項
（1）教育委員の任命について
（2）カヤの平高原保健休養施設の管理運営状況に
　　  ついて
（3）財産（堆肥センター ホイルローダ）の取得に
　　  ついて
（4）第３期木島平村総合戦略について

議会全員協議会
【議員間での協議事項】
12月26日
（1）12月議会定例会一般質問で「検討する」と
　　  答弁のあった案件について
１月23日
（1）議会改革特別委員会の取組状況
（2）姉妹都市交流事業について
（3）木島平村議会の「個人情報の保護に関する条例」
　　  施行規程の一部改正について
２月20日
（1）姉妹都市議員交流（訪問）について　
（2）木島平村防災会議の議会選出委員について
２月26日
（1）令和７年度国内視察研修について
（2）「議会傍聴者との意見交換会」で出された
　　  意見について
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【６月議会定例会】
　　開　会　日　５月30日（金）
　　一般質問①　６月５日（木）
　　一般質問②　６月６日（金）
　　閉　会　日　６月13日（金）

次回定例会の開催予定

５月14日（水）午後５時
　議会事務局へ直接お持ちいただき、
　事務局員に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

議会だより編集委員

委 　 員 　 長　江田宏子

副委員長　山本隆樹

委　　員　山浦　登　

　　　　　関　達夫　

　　　　　湯本直木

　　　　　湯本行浩

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30 ～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村 で検索して、次のように進んでください。

※３月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会  →  会議録

スマートフォン・タブレット
からは、ＱＲコードの読取り
でご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

本会議は、どなたでも傍聴できます。
傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。
また、本会議は、ふう太ネットで生放送および再放送を

しています。
開会日と閉会日の再放送は、当日の午後７時からです。

一般質問の再放送は、ふう太ネット番組表または音声放送
等でご確認ください。
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フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
隊

合
唱
・
コ
ー
ラ
ス

　

木
島
平
合
唱
団

　

童
謡
と
唱
歌
を
歌
う
会

民　

謡

　

か
ら
す
踊
り
保
存
会

　
(

和)

民
謡
と
カ
ラ
オ
ケ
の
会

　

ナ
ー
レ
フ
ア
マ
モ

　

プ
ア
キ
エ
レ

読
み
聞
か
せ　

本
と
ふ
れ
あ
い
の
会

自
然
科
学　

木
島
平
自
然
学
校

演　

劇　

農
民
芸
術
ふ
う
太
の
杜

手　

芸　

(

和)

手
仕
事
の
会

　
　
　
　

ダ
ー
ニ
ン
グ
の
会

押
し
花　

押
し
花
「
彩
の
会
」

書　

道　

筆
の
会

俳　

句　

俳
句
〝
河
〟
千
曲
支
部

茶　

道　

茶
道
ク
ラ
ブ

読　

書　

古
典
を
読
む
会

料　

理　

ま
め
っ
こ
の
会

　
　
　
　

楽

子
育
て　

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

あ
そ
び
ば

憲　

法　

木
島
平
・
９
条
の
会

切
り
絵　

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

音
楽
鑑
賞　

風
の
さ
さ
や
き

和
紙
工
芸　

花
び
ら
の
会

パ
ソ
コ
ン　

パ
ソ
コ
ン
教
室

文
化
活
動　

歌
声
カ
フ
ェ
笑
顔

郷
土
研
究　

き
じ
ま
だ
い
ら
部

　
　
　
　
　

郷
む
す
び
結

　

　　　

認
定
団
体
の
紹
介

　
「
み
ん
な
で
楽
し
み
を
作
り
出
す
公
民
館
活
動
、
生
涯
学
習
の
推
進

役
」
と
し
て
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
当
初
の
認
定
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
よ
り
活
発
な
活
動
に
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

や
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
覧
を
ご
覧
に
な
り
、
詳
し
い
様
子
を
知
り
た
い
団
体
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
農
村
交
流
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
活
動
状
況
を
お
知

ら
せ
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
代
表
の
方
に
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

農
村
交
流
館　

☎　

０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

卓
　
球

ダ
ン
ス

剣
　
道

陸
　
上

サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
注
）(

和)

…「
和
敬
会
」グ
ル
ー
プ

　
　
ス
ポ
協
…
ス
ポ
ー
ツ
協
会

押
し
花

書
　
道

俳
　
句
　

手
　
芸

子
育
て

自
然
科
学

絵
　
画

演
　
劇

読
　
書

料
　
理

憲
　
法

読
み
聞
か
せ

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

楽
器
演
奏

合
唱
・
コ
ー
ラ
ス

令
和
７
年
度 
社
会
教
育
関
係
団
体

野
　
球

野
　
球

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

書
　
道

茶
　
道

ヨ
　
ガ

切
り
絵

音
楽
鑑
賞

和
紙
工
芸

パ
ソ
コ
ン

文
化
活
動

民
　
謡

卓
　
球

郷
土
研
究
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【
日
時
】

４
月
19
日
（
土
）

　

～
5
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
火
曜
・
木
曜
休
館

【
場
所
】

木
島
平
村
中
町
展
示
館

（
入
場
無
料
）

【
み
ゆ
き
野
の
風
景
画
展
と
は
？
】

　
「
み
ゆ
き
野
」
と
は
奥
信
濃
一

帯
の
愛
称
で
す
。
こ
こ
か
ら
見
え

る
景
色
を
題
材
に
、
四
季
折
々
の

一
瞬
を
と
ら
え
た
作
品
や
、
遥
か

遠
く
へ
想
い
を
馳
せ
た
作
品
ま

で
、
思
い
思
い
の
絵
画
が
集
ま
り

ま
す
。

　

酒
蔵
を
回
想
し
た
瀟
洒
な
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
中
町
展
示
館
」
に
お
い

て
、
二
つ
と
な
い
「
み
ゆ
き
野
の

風
景
」
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

【
表
彰
式
】

　

４
月
29
日
（
祝
・
火
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

み
ゆ
き
野
の
風
景
画
展
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１

「スポーツ安全保険」加入のおすすめ
　社会教育関係団体の活動を行う際に、けが等に対する備えは大切です。そんなときに
スポーツ安全保険は大きな助けになります。
◆加入対象　スポーツ・文化活動などをする４人以上の団体やグループ
◆年間掛金　一人当たり８００円～（活動内容や加入される方の年齢によって異なります）
◆対象期間　加入日の翌日から令和８年３月３１日
◆補償内容　ケガによる通院・入院・後遺障害等及び物品等の損壊・相手にケガをさせた場合など
※�２０２３年度から加入申し込みがインターネットからのみとなっています。詳しくは、以下へお問合せ
ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村交流館　☎　0269（82）2041

第19回

み
ゆ
き
野
の

み
ゆ
き
野
の

風
景
画
展
開
催

風
景
画
展
開
催

人権意識の高揚をめざすポスター展
　昨年度、最優秀賞・優秀賞を受賞した中学生の作品を紹介します。学年は令和６年度の応募時の
ものです。 〈

優
秀
賞
〉 

林
青あ

お

ば
桜
葉
さ
ん
（
３
年
）

　（中学生の部）

〈最優秀賞〉 北山優
ゆ な

奈さん（２年）

〈
優
秀
賞
〉 

水
澤
英え
い
た大
さ
ん
（
３
年
）

〈
最
優
秀
賞
〉
添
田
咲さ
く
た
ろ
う

太
朗
さ
ん
（
２
年
）
〈
優
秀
賞
〉 

山
崎
ゆ
め
か
さ
ん
（
３
年
）

〈最優秀賞〉 佐藤璃
り お

桜さん（２年）
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「
ふ
れ
あ
い
趣
味
の
講
座
」
の
ご
案
内

「
ふ
れ
あ
い
趣
味
の
講
座
」
の
ご
案
内

　

人
権
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
「
ふ
れ
あ

い
趣
味
の
講
座
」
と
し
て
、
三
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

◆
水
墨
画
教
室
（
月
曜
日
）

　

◆
絵
手
紙
教
室
（
火
曜
日
）

　

◆
習
字
教
室　

（
木
曜
日
）

　

《
日　

時
》
各
教
室
と
も
に
年
14
回

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　

14
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　

（
6
月
～
8
月
の
み
）

　

《
場　

所
》
農
村
交
流
館

　
　
　
　
　
　

第
４
研
修
室
（
２
階
）

　

《
受
講
料
》
無
料

　

【
申
込
み
】

　

５
月
１
日
（
木
）
ま
で
に
、
人
権
推

進
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１

　

受
講
者
の
皆
様
は
、
講
習
と
併
せ
て
、

「
人
権
学
習
会
」「
大
人
の
社
会
科
教
室
」

（
バ
ス
に
よ
る
現
地
視
察
研
修
）
等
の

研
修
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

★�

人
権
推
進
室
で
は
、
い
つ
で
も
人
権

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
せ
っ
こ
塾
」
受
講
生
募
集
の
ご
案
内

「
せ
っ
こ
塾
」
受
講
生
募
集
の
ご
案
内

　

シ
ニ
ア
学
級
「
せ
っ
こ
塾
」
で
は
、

近
隣
地
域
の
歴
史
探
訪
や
自
然
散

策
・
文
化
芸
術
に
触
れ
る
活
動
な
ど

多
彩
な
取
組
み
と
、
合
唱
や
軽
運
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
広
報
５
月
号
で
配
布
さ
れ
る

「
木
島
平
村
ふ
る
さ
と
大
学
（
旧
生

涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
）
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
１
回
は
農
村
交
流
館
で

５
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
塾
生
の
皆

さ
ん
に
は
事
前
に
ご
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
前
日
ま
で
に
農
村
交
流
館

へ
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１

人
権
セ
ン
タ
ー
事
業

シ
ニ
ア
学
級

習字教室習字教室 絵手紙教室絵手紙教室 水墨画教室水墨画教室
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

公民館図書委員 梅嵜　舞
まいこ
子

一昨年に TikTok の解説動画で話題となり、3万部の重版となった
本書。1959 年に発表され、66年もたった今なぜ？と思うが、思い返
してみれば映画化に始まり、日本ではテレビドラマ化は２回。TikTok
に限らず、YouTube でもたくさんの解説動画がある。岡田斗司夫の
動画は作者の人物像などにも触れていて興味深い。そんな知識を頭に
入れた後で、また本書を読み返してみてはどうでしょうか。
【あらすじ】主人公のチャーリイは知的障がい者であるが、ある日
最新の脳手術を勧められる。同じ手術を受けたテスト用マウスのアル
ジャーノンが日に日に難解な迷路を説いていく姿を見て、チャーリイ
も手術を受けることに。手術は成功し、チャーリイの知能も日を追う
ごとに伸び天才となっていったが、手術前では知り得なかった苦悩に
振り回されていく。そして、アルジャーノンは徐々に知能が低下して
いき、チャーリイはその変化を何とか食い止めようとするが…
書籍では主人公の視点による一人称で綴られており、主人公をリア
ルで身近な存在に感じることができる。知能の変化に伴い文章スタイ
ルが変わっていくのが興味深く切ない。

「
よ
う
や
く
、
え
っ
ぺ
あ
っ
た
え
ぎ
も
け

え
て
来
て
、春
に
な
っ
て
き
た
で
な
。な
っ

ち
ょ
だ
え
。」

（
よ
う
や
く
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
雪
が
消

え
て
来
て
、
春
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

お
元
気
で
す
か
。）

「
こ
ね
え
だ
、
田
ん
ぼ
の
畔
え
っ
て
、
ふ

き
ん
と
え
っ
ぺ
採
っ
て
き
た
。」

（
こ
の
間
、
田
ん
ぼ
の
畔
に
行
っ
て
、
ふ

き
の
と
う
を
た
く
さ
ん
採
っ
て
き
ま
し

た
。）

「
ふ
ん
と
に
え
っ
ぺ
採
っ
て
き
た
で
な
。」

（
本
当
に
、た
く
さ
ん
採
っ
て
き
ま
し
た
ね
）

「
え
っ
ぺ
あ
っ
て
食
い
切
ん
ね
え
か
ら
、

わ
れ
も
ち
っ
と
も
っ
て
ぐ
か
？
」

（
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
食
べ
切
れ
な
い
の

で
、
あ
な
た
少
し
持
っ
て
い
き
ま
す
か
？
）

「
え
ん
か
。
じ
ゃ
あ
、
ち
っ
と
ば
か
し
も

ら
っ
て
ぐ
。い
つ
も
わ
り
で
な
、あ
ん
と
。」

（
い
い
の
で
す
か
。そ
れ
で
は
少
し
も
ら
っ

て
い
き
ま
す
ね
。
い
つ
も
悪
い
で
す
ね
、

あ
り
が
と
う
。）

　
木
島
平
村
で
は
、
雪
解
け
に
「
ふ
き
の

と
う
」
が
出
始
め
る
こ
ろ
、
村
花
の
「
福

寿
草
」
も
咲
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑨⑨

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

旅
た び

でみる世
よ

の中
な か

のしくみ大
だ い ず か い

図解（リビー・ドイチュ）　ふきのとうずかん（多
た だ

田多
た え こ

恵子）
はじめての国

こ く ほ う

宝（青
あ お や ぎ

柳正
ま さ の り

規）

わたしはわたし。あなたじゃない。（鴻
こ う の す

巣麻
ま り か

里香） 米とおかず（長谷川あかり） 御
お に わ ば ん

庭番耳
じ も く し ょ う

目抄（村木嵐
ら ん

）
日本を旅する大旅行地図帳絶景編（平凡社）   子どものドキッとする性の質問にちゃんと答えるBook（有川淑

よ し え

恵）
アルプス席の母（早見和

か ず ま さ

真）  猫の刻参り（宮部みゆき）  宙
そ ら

わたる教室（伊与原新
し ん

）  新聞のススメ（高
た か い

井宏
ひ ろ あ き

章）
やってはいけない資産運用（西崎努

つとむ

）　クスノキの女神（東野圭
け い ご

吾）近くも遠くもゆるり旅（益
ま す だ

田ミリ）
保育で使える手あそび歌（阿部直

な お み

美・金子みどり）

『アルジャーノンに花束を』
ダニエル・キイス／著
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４/16㈬ 〇安心買い物ツアー

４/23㈬ 〇ふれあいランチ

４/24㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

５/１㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

５/７㈬ 〇心配ごと相談
　（相談員…民生児童委員）

５/14㈬
〇ふれあいランチ
〇集まろう！
　通いの場「ピース」

５/21㈬ 〇安心買い物ツアー

５/28㈬ 〇ふれあいランチ

　

長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
事
務
局
長

　
　
　
　
髙
山
　
俊
明

令和７年度 社会福祉法人令和７年度 社会福祉法人
木島平村社会福祉協議会機構図木島平村社会福祉協議会機構図

会　　長　武田　彰一

副 会 長　丸山　孝治

  常　　務　梅嵜　伸一

事務局長　堀内　智史

支部長会議
　26人

監 事
勝山　　卓
湯本　直木

評議員会　14人

理事 ９人

Ｒ７. ４. １現在

事務局次長　大原真由美

武田　彰一
丸山　孝治
梅嵜　伸一
本山　和子
芳川　文子
岩井眞里子
高藤　雅子
清水　優子
土屋　博昭

人
　
事

人
　
事

社協の予定社協の予定
4/15 ～ 5/31

地域福祉部
（部長：大原真由美…事務局次長兼務 ）

○総務係　　　　　　　   ℡ 82-4888

介護事業部
（部長：本山啓江…認知症対応型通所介護事業所管理者兼務）

○訪問介護　　　　℡ 82-4888

　管理者　　　　　中村　晴美

　サービス提供責任者   本山あき乃

　　　　

○認知症対応型通所介護　　

　　　　　　　　   ℡ 82-3591

　管理者　　　　　本山　啓江

　生活相談員　　　高橋由佳利

　生活相談員　　　芳川　拓己

　生活相談員　　　芳川　成美

　生活相談員　　　山㟢富美恵

　介護員　　　　　武田　早苗

　　　　　

正　規 嘱　託
村派遣

管理者　　　　　　　    小林　美香

サービス管理責任者　　 　小林真美惠

職業指導員　   　　　　常田　真里

係員　　　　　　     （兼）

佐藤　智江係長

○つくしの家就労継続支援
　Ｂ型事業所　　　　　 ℡ 82-2779

○居宅介護支援　   ℡ 82-4115

　管理者　　　　　芳川　　恵

　介護支援専門員　騚原智恵子

　介護支援専門員　芳川　真美

　　　　

○通所介護　　  　℡ 82-4123

　管理者　　　　　齋藤　真彦

　看護職員　　　　佐藤　孝子

　看護職員　　　　宮澤　恵美

　看護職員　　　　外山　美咲

　看護職員　　　　深堀　杏子

　生活相談員　　　高藤　直美

　生活相談員　　　佐藤富士美

　生活相談員　　　佐藤　照子

　生活相談員　　　大塚真由美

　介護員　　　　　宮﨑乃のか

　介護員　　　　　神谷　淑美

　介護員　　　　　大本　哲也

　給食調理員　　　浦野　美香

正規職員　　　19人
再任用職員          1人
嘱託職員           12人
非常勤職員　　25人
村派遣職員         3人
　　計　　　　60人

○地域福祉係　　　　　   ℡ 82-4888

瀧澤　深幸

岡田　恵美

山本　章太

介護予防指導員

介護予防指導員

尾澤　麻美

尾澤　麻美

再任用

 （兼）

○
３
月
31
日
付
退
職

生活支援コーディネーター
ボランティアコーディネーター

係長
生活支援コーディネーター
ボランティアコーディネーター

 （兼）

 （兼）
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令和７年度　事業計画及び予算令和７年度　事業計画及び予算
　木島平村社会福祉協議会の理念である「支えあい　安心
して暮らせる村　木島平」を目指し、職員一丸となって取
り組んでまいります。

令和７年度　一般会計予算

重点項目重点項目

◦介護予防事業

◦ふれあいランチサービス（月２回）ふれあいランチサービス（月２回）
◦買い物支援事業
◦福祉車両貸出事業
◦サロン事業の推進

◦生活困窮者支援（緊急食糧支援・金銭管理等）
◦心配ごと相談（無料法律相談）

◦支部社協活動への支援
◦分館開放事業「カフェ・ぷらっと」への支援

◦村内小中高校における福祉教育
◦多世代交流事業の実施

◦ボランティアの育成と活動支援
◦ボランティア講座の開催
◦ボランティアポイント（る・れる）事業の実施

◦社会福祉大会の開催
◦ふれあい広場の開催
◦「社協だより」の発行（ボランティア情報誌含）

◦つくしの家指定就労継続支援（B型）事業所の運営
◦希望の旅事業の実施

◦居宅介護支援事業所の運営
◦訪問介護事業所の運営
◦通所介護事業所（一般・認知）の運営

◦長野県共同募金会木島平村共同募金委員会の推進
◦日赤長野県支部木島平村分区業務の推進

・いきいき広場の開催
・ピースの開催
・なごみサークルの運営
・楽・楽貯筋教室

地域福祉関係事業

介護保険サービス事業

障がい福祉

地域福祉啓発事業

ボランティアセンター運営

福祉人材育成事業

支部活動支援

生活支援事業

地域福祉事業

会費 158万円 0.5％

その他その他
7,325万円7,325万円

24.5％24.5％

障害福祉障害福祉
サービスサービス

3,420万円3,420万円
11.5％11.5％

就労支援
事業収入
392万円

1.3％

介護保険収入介護保険収入
15,405万円15,405万円

51.6％51.6％

事業収入
　 216万円
　　  0.7％

寄付・共同募金配分　136万円　0.5％
補助金 1,911万円 6.4％

受託金等 
　764万円 2.6％

法人運営事業法人運営事業
5,154万円5,154万円

17.3％17.3％

通所介護事業通所介護事業
10,298万円10,298万円

34.5％34.5％

就労継続支援Ｂ型事業就労継続支援Ｂ型事業
3,401万円　11.4％3,401万円　11.4％

居宅介護等事業 
2,596万円 8.7％

居宅介護支援事業
2,251万円　7.5％

共同募金
配分金事業
130万円
0.4％

地域福祉推進事業地域福祉推進事業
 2,249万円　7.5％ 2,249万円　7.5％

ボランティア
センター
活動事業
590万円
　2.0％

資金
貸付
事業
30万円
0.1％

雑入・配当雑入・配当
129万円129万円

0.4％0.4％

収入
2億9,847万円
収入

２億9,856万円

認知通所認知通所
介護事業介護事業

3,157万円3,157万円
10.6％10.6％

支出
２億9,856万円



こんにちは赤ちゃん

　  ３   .18         南　鴨　　  福原　澪
み お ん

音　　（塁
るい

・愛
あ い か

栞）

       誕生日　　  集　落　　　　氏　　名         　   父・母

 

 市之宮 暖
ひ よ り

依ちゃん
 我が家の

 令和４年 11 月 28 日生まれ

（庚区/正
まさゆき

幸さん・芙
ふ み

美さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ４月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,936（-4） 2,069（-21） 4,005（-25）1,522（-4）

　
お
ま
ま
ご
と
や
す
べ
り
台
で
遊
ぶ

こ
と
が
好
き
な
暖
依
ち
ゃ
ん
。

　
ス
プ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
て

ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和７年 ４月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

４月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

367

ごめいふくをお祈りします

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 1,900 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

村
長
ひ
と
こ
と
（
107
）

生
誕
70
年

　

昭
和
30
年
２
月
１
日
、
木
島
平
村
は
誕
生
し
ま
し
た
。
新
村

発
展
に
対
す
る
村
民
の
意
識
は
高
く
、
旧
村
の
し
が
ら
み
を
払

拭
す
る
た
め
、
小
学
校
名
を
上
木
島
、
往
郷
、
穂
高
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
南
部
、
中
部
、
北
部
に
改
称
し
、
消
防
団
、
婦
人
会
、
青

年
団
、
森
林
組
合
な
ど
も
統
合
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
３
村
を

結
ぶ
大
沢
橋
か
ら
大
橋
へ
の
幹
線
道
路
の
土
木
工
事
、
全
村
上

水
道
の
敷
設
な
ど
、
次
々
に
新
た
な
事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。

農
協
ご
と
に
取
り
組
ん
だ
有
線
放
送
は
、
昭
和
31
年
に
全
村
開

通
し
、
い
ち
早
く
開
局
し
た
往
郷
農
協
の
有
線
放
送
は
県
下
初

で
し
た
。
現
在
の
「
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
」
の
前
身
で
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
38
年
の
ス
キ
ー
場
開
設
、
翌
年
に
リ
フ
ト
完

成
、
昭
和
41
年
に
旧
役
場
庁
舎
竣
工
、
昭
和
55
年
に
は
中
学
校

新
校
舎
竣
工
と
続
き
ま
す
。
馬
曲
温
泉
は
昭
和
63
年
に
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
合
併
当
初
の
役
場
庁
舎
は
旧
穂
高

村
役
場
で
、
建
物
は
今
も
中
村
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
当
時
の
合
併
論
議
の
中
で
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
中
村
を
通
る
長
野
電
鉄
河
東
線
の
野
沢
温

泉
延
長
で
す
。
長
野
電
鉄
株
式
会
社
で
も
要
望
し
ま
し
た
が
、

様
々
な
事
情
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
河
東
線
そ
の

も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
状
況
な
ど
を
見
る
と
、
も
し
中
村
駅
が
実
現
し
て
い
れ
ば

木
島
平
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
当
初
か
ら
人
口
減
少
が
始
ま
り
、
当
初
８
２
０
６
人
だ

っ
た
人
口
が
今
は
約
半
分
で
す
。
平
成
の
大
合
併
で
自
立
の
道

を
選
択
し
て
20
年
、今
年
は
村
が
誕
生
し
て
70
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
次
の
総
合
振
興
計
画
で
は
「
一
人
ひ

と
り
が
希
望
を
持
て
る
木
島
平
」
を
掲
げ
、
人
口
減
少
や
情
報

化
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　  ３   . １          西　町     　石川　節
せ つ こ

子　　  （93）
　  ３   . ５          稲　荷     　小沢　みつ　　（102）
　  ３   . ８          柳久保     　小松登

と し み

志美　　    （96）
　  ３   .11          上千石     　竹内　房

ふ さ こ

子　　    （90）
　  ３   .27          中　村     　依田　幸

さ ち こ

子　　    （91）
　  ３   .29          中　町     　仲山よし子

こ

　　    （92）

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博
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